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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１００質量部の組成物を基準として、
（ａ）１０質量部以上の量の水、
（ｂ）２．５質量部を越え、２０質量部までの量の、ポリアクリルアミドポリマー、非誘
導化グアーポリマー、誘導化グアーポリマー及びそれらの混合物から選ばれる少なくとも
１種の水溶性ポリマー、
（ｃ）０．１～５質量部の量の、ヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成
性粒子、レオロジー改良剤ポリマー及びそれらの混合物から選ばれる少なくとも１種の懸
濁剤、
（ｄ）２～４０質量部の量の、少なくとも１種の界面活性剤、及び
（ｅ）５～６０質量部の量の、硫酸アンモニウムである水和抑制剤
を含み、界面活性剤及び水和抑制剤の合計量が水中での水溶性ポリマーの水和を抑制する
に有効な量である、組成物。
【請求項２】
　パーソナルケア有益剤、農薬活性成分又は医薬活性成分をさらに含み、そして前記水溶
性ポリマーは標的基材への前記液体媒体からの有益剤又は活性成分の送達を促進する、請
求項１記載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物はエマルジョン、マイクロエマルジョン又はサスポエマルジョンの形態であ
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る、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物は１０ｓ－１以上の剪断速度で１０Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す、請求項１記
載の組成物。
【請求項５】
　（ａ）０．０１ｓ－１未満の剪断速度で５Ｐａ．ｓ以上の粘度を示し、
（ｂ）１０ｓ－１を超える剪断速度で５Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す、請求項１記載の組成
物。
【請求項６】
　請求項１記載の組成物の製造方法であって、
　水を前記界面活性剤、前記水和抑制剤、又はこれらの組合せと混合して水性混合物を形
成すること、
　この水性混合物に前記水溶性ポリマーを添加し、該水溶性ポリマーを分散させること、
及び
　前記水性混合物と水溶性ポリマーに懸濁剤を添加すること
を含む方法。
【請求項７】
　請求項１記載の組成物を、農薬化合物、場合により他の農薬アジュバント、及び水と混
合して、標的害虫へのスプレイ塗布用の農薬組成物を形成することを含む、農薬組成物の
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はポリマー組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水溶性ポリマー、特に、グアー、グアー誘導体、デンプン及びセルロースポリマーなど
のポリサッカリドポリマーは、食品、パーソナルケア組成物、農薬組成物、及び、油田用
途における使用のためのフラクチャリング流体などの組成物を含む、種々の用途に使用さ
れる市販材料である。
【０００３】
　多くの用途において、乾燥粉末の形態のポリマーを水性媒体に添加しそして溶解して、
粘性水溶液を形成する。
【０００４】
　幾つかの用途において、高いポリマー含有分を有しそして所望の最終使用濃度へと簡単
に希釈されうる液体濃厚物を提供することが望まれている。このアプローチは困難である
ことがあり、たとえば、濃縮水性ポリサッカリドポリマー溶液は高度に粘性でありそして
取り扱いが困難である傾向がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　良好な取り扱い性及び良好な貯蔵安定性を示す便利な形態のポリマーを提供することに
対する興味が継続的に存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第一の態様において、本発明は、液体媒体中に懸濁した、１００質量部の組成物を基準
として２．５質量部を超える量の不完全に水和した水溶性ポリマーを含む組成物に関する
。
【０００７】
　第二の態様において、本発明は、水性媒体中に懸濁した、１００質量部の組成物を基準
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として２．５を超え、約８質量部までのグアーポリマーを含む組成物であって、前記ポリ
マーは重量平均分子量が約１００，０００～５，０００，０００グラム／モルであり、そ
して前記組成物は
　（ａ）０．０１ｓ－１未満の剪断速度で５Ｐａ．ｓ以上の粘度、及び、
　（ｂ）１０ｓ－１を超える剪断速度で５Ｐａ．ｓ未満の粘度
を示す、組成物に関する。
【０００８】
　第三の態様において、本発明は、水性液体媒体、該水性液体媒体中に分散した不完全に
水和した水溶性ポリマー、及び、該水溶性ポリマーの水和を抑制するための水和抑制剤の
混合物を含むポリサッカリド組成物の製造方法であって、
　前記液体媒体と前記水和抑制剤とを混合すること、及び、
　前記水溶性ポリマーを、水性液体及び水和抑制剤の混合物と混合し、前記水溶性ポリマ
ーを分散させることを含む方法に関する。
【０００９】
　第四の態様において、本発明は、１００質量部の組成物を基準として、液体媒体、該液
体媒体中に分散した、２．５質量部以下の量の非誘導化グアーポリマー及び誘導化グアー
ポリマーから選ばれる不完全に加水分解した水溶性ポリマー、
　ヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジー調節剤ポリ
マー、非誘導化グアーポリマー又は誘導化グアーポリマー以外の水溶性ポリサッカリドポ
リマー、及びそれらの混合物から選ばれる、懸濁剤、及び、
　界面活性剤化合物、非界面活性水溶性塩、水分散性有機溶剤及びそれらの混合物から選
ばれる水和抑制剤、
を含む組成物に関する。
【００１０】
　第五の態様において、本発明は、
　水及び水不混和性有機液体を含む水性液体媒体、
　水及び水不混和性有機液体を乳化するための乳化剤、及び、
　前記液体媒体中に分散した、不完全に加水分解した水溶性ポリマー、
を含み、エマルジョン、マイクロエマルジョン又はサスポエマルジョンの形態である、組
成物に関する。
【００１１】
　第六の態様において、本発明は、
　植物油、アルキル化植物油、極性プロトン性有機液体及びそれらの混合物から選ばれる
非水性液体を含む非水性液体媒体、及び、
　前記非水性液体媒体中に分散した、不完全に加水分解した水溶性ポリマー、
を含む組成物に関する。
【００１２】
　第七の態様において、本発明は、
　１００質量部の組成物を基準として、
　液体媒体、
　２．５質量部を超える量の水溶性ポリマーであって、ここで、該水溶性ポリマーの少な
くとも一部は粒子の形態であり、そしてかかる粒子の少なくとも一部は前記液体媒体中に
分散している水溶性ポリマー、及び、
　場合により、前記液体媒体中に溶解した又は分散した懸濁剤、及び、場合により、前記
液体媒体中に溶解した又は分散した水和抑制剤、
を含む組成物に関する。
【００１３】
　第八の態様において、本発明は、
　１００質量部の組成物を基準として、
　水性液体媒体、
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　２．５質量部以下の量の水溶性ポリマーであって、ここで、該水溶性ポリマーの少なく
とも一部は粒子の形態であり、そしてかかる粒子の少なくとも一部は前記液体媒体中に分
散している水溶性ポリマー、及び、
　前記液体媒体中に溶解した又は分散した懸濁剤、及び、
　前記液体媒体中に溶解した又は分散した水和抑制剤、
を含む組成物に関する。
【００１４】
　第九の態様において、本発明は、
　水及び水不混和性有機液体を含む液体媒体、
　水及び水不混和性有機液体を乳化するための乳化剤、
　ポリアクリルアミドポリマー、非誘導化グアーポリマー、誘導化グアーポリマー及びそ
れらの混合物から選ばれる水溶性ポリサッカリドポリマーであって、ここで、水溶性ポリ
サッカリドポリマーの少なくとも一部は水溶性ポリマーの粒子の形態であり、そしてかか
る粒子の少なくとも一部は前記液体媒体中に分散している水溶性ポリサッカリドポリマー
、及び、
　場合により、前記液体媒体中に溶解又は分散しているヒュームドシリカ、無機コロイド
もしくはコロイド形成性粒子、レオロジー調節剤ポリマー、誘導化グアーポリマー又は非
誘導化グアーポリマー以外の水溶性ポリサッカリドポリマー、及びそれらの混合物から選
ばれる、懸濁剤、
を含み、エマルジョン、マイクロエマルジョン又はサスポエマルジョンの形態である組成
物に関する。
【００１５】
　第十の態様において、本発明は、
　植物油、アルキル化植物油、極性プロトン性有機液体及びそれらの混合物から選ばれる
非水性液体を含む非水性液体媒体、
　ポリアクリルアミドポリマー、非誘導化グアーポリマー、誘導化グアーポリマー及びそ
れらの混合物から選ばれる水溶性ポリサッカリドポリマーであって、ここで、該水溶性ポ
リマーの少なくとも一部は粒子の形態であり、そしてかかる粒子の少なくとも一部は前記
非水性液体媒体中に分散している水溶性ポリサッカリドポリマー、及び、
　場合により、前記非水性液体媒体中に分散しているヒュームドシリカ、無機コロイドも
しくはコロイド形成性粒子及びそれらの混合物から選ばれる、懸濁剤、
を含む組成物に関する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は例１の水性ヒドロキシプロピルグアー懸濁液に関する、パスカル秒（Ｐａ
．ｓ）で表現する粘度ｖｓ秒の逆数（１／ｓ）で表現する剪断速度のプロットを示す。
【００１７】
【図２】図２は例１の水性ヒドロキシプロピルグアー懸濁液に関する、剪断速度（秒の逆
数（１／ｓ））ｖｓパスカル（Ｐａ）で表現する剪断応力のプロットを示す。
【００１８】
【図３】図３は例２の水性ポリアクリルアミド懸濁液に関する、パスカル秒（Ｐａ．ｓ）
で表現する粘度ｖｓ秒の逆数（１／ｓ）で表現する剪断速度のプロットを示す。
【００１９】
【図４】図４は例２の水性ポリアクリルアミド懸濁液に関する、剪断速度（秒の逆数（１
／ｓ））ｖｓパスカル（Ｐａ）で表現する剪断応力のプロットを示す。
【００２０】
【図５】図５（ａ）は例３の組成物のサンプルの写真を示す。
【００２１】
　図５（ｂ）は比較例Ｃ３のサンプルの写真を示す。
【００２２】
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【図６】図６は例３の組成物に関する、パスカル秒（Ｐａ．ｓ）で表現する粘度ｖｓ秒の
逆数（ｓ－１）で表現する剪断速度のプロットを示す。
【００２３】
【図７】図７は比較例Ｃ４の組成物に関する、パスカル秒（Ｐａ．ｓ）で表現する粘度ｖ
ｓ秒の逆数（ｓ－１）で表現する剪断速度のプロットを示す。
【００２４】
【図８】図８は例５の組成物に関する、パスカル秒（Ｐａ．ｓ）で表現する粘度ｖｓ秒の
逆数（ｓ－１）で表現する剪断速度のプロットを示す。
【００２５】
【図９】図９（ａ）は例６の組成物の光学顕微鏡写真を示す。
【００２６】
　図９（ｂ）は例Ｃ６の組成物の光学顕微鏡写真を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本明細書中に使用されるときに、「液体媒体」は２５℃の温度及び１気圧の圧力で液相
である媒体を意味する。液体媒体は非水性液体媒体又は水性液体媒体であることができる
。
【００２８】
　１つの実施形態において、液体媒体は非水性液体媒体である。本明細書中に使用される
ときに、用語「非水性媒体」は痕跡量以下の水を含む単相液体媒体を意味し、通常、１０
０質量部（ｐｂｗ）の非水性媒体を基準として０．１ｐｂｗ以下の水である媒体を意味す
る。適切な非水性液体媒体としては、ヘキサン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、
クロロホルム、ジエチルエーテル、炭化水素オイルなどの非極性有機液体、ジクロロメタ
ン、酢酸エチル、アセトン、テトラヒドロフランなどの極性非プロトン性有機液体、及び
、メタノール、エタノール、プロパノール、グリセロール、エチレングリコール、プロピ
レングリコール、ジエチレングリコール、ポリ（エチレングリコール）、エチレングリコ
ールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル及びエチレングリコー
ルフェニルエーテルなどの極性プロトン性有機液体を含む、有機液体、ならびに、このよ
うな液体の混合物が挙げられる。１つの実施形態において、非水性媒体はすべての割合で
水と混和性でない有機液体（「水不混和性有機液体」）、たとえば、非極性有機液体、長
鎖、たとえば、Ｃ８以上のアルコール、脂肪酸エステル及びアルキル化脂肪酸エステルを
含む。適切な脂肪酸エステルとしては、ブチルミリステート、セチルパルミネート、デシ
ルオレエート、グリセリルラウレート、グリセリルリシノレエート、グリセリルステアレ
ート、グリセリルイソステアレート、ヘキシルラウレート、イソブチルパルミテート、イ
ソセチルステアレート、イソプロピルイソステアレート、イソプロピルラウレート、イソ
プロピルリノレエート、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテート、イソプ
ロピルステアレート、プロピレングリコールモノラウレート、プロピレングリコールリシ
ノレエート、プロピレングリコールステアレート及びプロピレングリコールイソステアレ
ートなどの（Ｃ１２～Ｃ２２）カルボン酸のアルキルもしくはヒドロキシルアルキルエス
テル及びそれらの混合物、たとえば、ヒマシ油、ココナッツ油、トウモロコシ油、綿実油
、オリーブ油、パーム核油、ナタネ油、サフラワーシード油、ゴマ油及び大豆油などの植
物油、及び、（Ｃ１２～Ｃ２２）カルボン酸の（Ｃ１～Ｃ３）アルキル化エステル、たと
えば、メチル化ナタネ油及びメチル大豆油が挙げられる。
【００２９】
　１つの実施形態において、液体媒体は水性液体媒体である。本明細書中で使用されると
きに、用語「水性媒体」は痕跡量を超える水を含む単相液体媒体を意味し、通常、１００
ｐｂｗの水性媒体を基準として０．１ｐｂｗを超える水である媒体を意味する。適切な水
性媒体は、より通常には、１００ｐｂｗの水性媒体を基準として約５ｐｂｗを超え、さら
により通常には、１０ｐｂｗを超える水を含む。１つの実施形態において、水性エマルジ
ョンは、１００ｐｂｗの水性媒体を基準として４０ｐｂｗを超える水を含み、より通常に
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は、５０ｐｂｗを超える水を含む。水性媒体は、場合により、水性媒体中に溶解した水溶
性もしくは水混和性成分をさらに含んでよい。用語「水混和性」は、本明細書中に使用さ
れるときに、すべての割合で水と混和性であることを意味する。適切な水混和性有機液体
としては、たとえば、メタノール、エタノール、プロパノールなどの（Ｃ１～Ｃ６）アル
コール、及び、グリセロール、エチレングリコール、プロピレングリコール及びジエチレ
ングリコールなどの（Ｃ１～Ｃ６）ポリオールが挙げられる。本発明の組成物は、場合に
より、１種以上の水不溶性もしくは水不混和性成分、たとえば、水不混和性有機液体をさ
らに含んでよく、ここで、組み合わされた水性媒体及び水不溶性もしくは水不混和性成分
はマイクロエマルジョン又は多相系、たとえば、エマルジョン、懸濁液又はサスポエマル
ジョンを形成し、ここで、水性媒体は水不溶性もしくは水不混和性成分の連続相中に分散
された不連続相の形態であり、又は、より通常には、水不溶性もしくは水不混和性成分は
水性媒体の連続相中に分散された不連続相の形態である。
【００３０】
　本明細書中に使用されるときに、本発明の水溶性ポリマー成分に関して、用語「水和」
は、水溶性ポリマーの置換基、通常、親水性置換基、たとえば、ヒドロキシル基と、水分
子、たとえば、水性媒体の水分子との、たとえば、水素結合による結合を意味する。水溶
性ポリマーが水和される程度は非水和から完全な水和までの範囲であることができ、２つ
の両極端の間に部分水和度がある。下記により完全に議論されるとおり、水溶性ポリマー
は本発明の組成物の粘度に寄与することができ、寄与度の大きさは水溶性ポリマーの水和
度に依存する。水溶性ポリマーの水和度は、このように、水溶性ポリマーが組成物の粘度
に与える寄与度の大きさに基づいて特徴化されうる。
（ａ）本明細書中で参照されるときに、「非水和」水溶性ポリマーは組成物の粘度に有意
に寄与しない。一般に、非水和水溶性ポリマーは液体媒体の連続相中に分散した不連続相
、たとえば、明確な粒子の形態であり、理想的には、ポリマーの親水性置換基と、液体媒
体中に存在する水分子との相互作用がない。水性媒体の場合には、一般に、相の界面、た
とえば、粒子の外側表面において、ポリマーの親水性置換基と、水性媒体の水分子との間
に少なくともある程度の相互作用があるであろう。非水和水溶性ポリマーの場合には、非
水和水溶性ポリマーの親水性置換基間の相互作用はポリマーの親水性置換基と水性媒体中
に存在する水分子との間の相互作用を上回り、非水和水溶性ポリマーのポリマー鎖は緻密
で、畳まれたコンフォメーションであり、そして、液体媒体が水性媒体である場合には、
非水和水溶性ポリマーは水性媒体中に溶解せず、そして水性媒体の連続相中に分散した不
連続相の形態のままであるものと信じられる。
（ｂ）本明細書中で参照されるときに、「完全水和」水溶性ポリマーは水溶性ポリマーが
可能とする最大限の寄与度で組成物の粘度に寄与する。完全に水和した水溶性ポリマーに
おいて、水溶性ポリマーの親水性置換基と、水分子との間の結合は親水性置換基間の相互
作用を上回り、完全に水和した水溶性ポリマーもポリマー鎖は、このため、展開されたラ
ンダムコイルコンフォメーションであり、そして、液体媒体が水性媒体である場合には、
水性媒体及び完全水和水溶性ポリマーは単一層を形成し、すなわち、完全水和水溶性ポリ
マーは水性媒体中に溶解するものと信じられる。
（ｃ）本明細書中で参照されるときに、「部分水和」水溶性ポリマーはポリマーの親水性
置換基の一部が水分子と結合した水溶性ポリマーである。比較的に低いレベルの水和では
、部分水和水溶性ポリマーは組成物の粘度に比較的に低い寄与度を示し、一方、比較的に
高いレベルの水和では、所与の媒体中での所与の量の部分水和水溶性ポリマーの粘度寄与
度はその量の水溶性ポリマーが完全に水和されたときにその媒体中に寄与することができ
る最大限の寄与度まではいかないが、それに近づく。水和が増加すると、水溶性ポリマー
の粒子が膨潤し、膨潤した水溶性ポリマーの塊の内部の親水性置換基を含む水溶性ポリマ
ーの多くの数の親水性置換基は水分子と結合するようになり、そして完全な水和に達した
ときに、水溶性ポリマーの鎖は累進的に展開し、そして展開されたランダムコイルコンフ
ィグレーションに近づく。
【００３１】
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　「非水和」及び「部分水和」は「不完全水和」として本明細書中で集合的に参照される
。
【００３２】
　水溶性ポリマーの水和度は粘度測定により特性化されうる。たとえば、下記により詳細
に記載されるとおりの所与の量の水性媒体中での所与の量の提案される水和抑制剤の存在
下での所与の剪断条件での所与の量の水溶性ポリマーの粘度（「試験組成物」）は、提案
される水和抑制剤の非存在下での同一量の水性媒体中の同一量の水溶性ポリマーの粘度（
「ベースライン組成物」）と比較されうる。もし、試験組成物の粘度がベースライン組成
物の粘度を等しいならば、試験組成物の水溶性ポリマーは完全水和である（そして提案さ
れる水和抑制剤はポリマーの水和を抑制するために試験された量で無効である）と認めら
れる。もし、試験組成物の粘度がベースライン組成物の粘度よりも低いならば、試験組成
物の水溶性ポリマーは不完全水和である（そして提案される水和抑制剤はポリマーの水和
を抑制するために試験された量で有効である）と認められる。
【００３３】
　１つの実施形態において、液体媒体は水性液体媒体であり、水溶性ポリマーの少なくと
も一部は水溶性ポリマーの粒子の形態である。１つの実施形態において、液体媒体は水性
液体媒体であり、水溶性ポリマーの少なくとも一部は水溶性ポリマーの粒子の形態であり
、そしてこのような粒子の少なくとも一部は水性液体媒体中に分散しており、より通常に
は、懸濁している。本発明の組成物中のこのような粒子の存在は、たとえば、光学顕微鏡
により検知されうる。
【００３４】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は１０ｓ－１以上の剪断速度において、１０
Ｐａ．ｓ未満、より通常には、約０．１～１０Ｐａ．ｓ未満、さらにより通常には、約０
．１～５Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す。
【００３５】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は非ニュートン性「ずり流動化」粘度を示し
、すなわち、所与の範囲の剪断応力で、剪断応力の増加とともに粘度が低下する。流動挙
動の２つの一般的な概して認識されているカテゴリー、すなわち、塑性流動挙動及び擬塑
性流動挙動は、各々、ずり流動化流動挙動を含む。
【００３６】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は塑性流動挙動を示す。本明細書中に使用さ
れるときに、組成物の流動挙動に関する用語「塑性」は特徴的な「降伏強さ」、すなわち
、組成物の流動を開始するために要求される最小剪断応力を示し、そして降伏強さを超え
るある範囲の剪断応力にわたってずり流動化を示す組成物を意味する。塑性組成物は降伏
強さを下回る剪断応力に付したときに流動性を示さず、そして降伏強さを超える剪断応力
に付したときに流動し、ここで、降伏強さを超える中間的な範囲にわたって、組成物は、
通常、剪断応力の増加とともに減少する非ニュートン性粘度を示し、すなわち、ずり流動
化挙動を示し、そして、剪断応力の中間的な範囲を超える剪断応力では、組成物は剪断応
力とともに変化しない粘度を示し、すなわち、ニュートン性流動挙動を示すことができる
。
【００３７】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は擬塑性流動挙動を示す。本明細書中に使用
されるときに、組成物の流動挙動に関する用語「擬塑性」は前記組成物が剪断応力の増加
とともに低下する粘度を示し、すなわち、ずり流動化挙動を示すことを意味する。
【００３８】
　各場合に、塑性もしくは擬塑性レオロジー性を有する組成物は低い剪断応力で流動に抗
するが、ボトル中で振盪され又はオリフィスをとおして絞られるなどの高剪断応力に付さ
れたときに、組成物は流動し、そして容易にポンプ送りし、注ぎ又は容器から取り出すこ
とができる。一般に、沈降もしくは貯蔵条件は低い剪断プロセスであり、剪断速度は約１
０－６（１／ｓ、又は、等しくはｓ－１）～約０．０１ｓ－１の範囲であり、そしてポン
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プ送り又は注ぎは剪断速度が約１ｓ－１以上、より通常には１００ｓ－１～１０，０００
ｓ－１、さらにより通常には、１００ｓ－１～１，０００ｓ－１の範囲の比較的に高剪断
のプロセスである。
【００３９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は約１ｐｂｗから、又は、約１．５ｐｂｗか
ら、又は約２ｐｂｗから、又は、２．５ｐｂｗを超え、約３０ｐｂｗまで、又は、約２５
ｐｂｗまで、又は、約２０ｐｂｗまで、又は、約１５ｐｂｗまで、又は、約１２ｐｂｗま
での水溶性ポリマーを含み、そして、１０ｓ－１以上の剪断速度において、１０Ｐａ．ｓ
以下、より通常には、約０．１～１０Ｐａ．ｓ以下、さらにより通常には、約０．１～５
Ｐａ．ｓ以下の粘度を示す。
【００４０】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は低い剪断応力貯蔵条件下に沈降又は分離に
抗し、高い剪断応力条件下ではになおもポンプ送り可能である。１つのこのような実施形
態において、本発明の組成物は０．０１ｓ－１以下の剪断速度において、約１～約１００
０Ｐａ．ｓ、より通常には、５～約８００Ｐａ．ｓ、さらにより通常には、約１０～約５
００Ｐａ．ｓの粘度を示し、そして１０ｓ－１以上、より通常には、１００ｓ－１以上の
剪断速度において、０．０１ｓ－１以下の剪断速度で示す粘度よりも低い粘度、通常、１
０Ｐａ．ｓ未満、より通常には、約０．１～１０Ｐａ．ｓ未満、さらにより通常には、約
０．１～５Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す。
【００４１】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は０．０１ｓ－１以下の剪断速度において、
１０Ｐａ．ｓ以上の粘度を示し、そして１０ｓ－１以上、より通常には、１００ｓ－１以
上の剪断速度において、１０Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す。
【００４２】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は０．０１ｓ－１以下の剪断速度において、
５Ｐａ．ｓ以上の粘度を示し、そして１０ｓ－１以上、より通常には、１００ｓ－１以上
の剪断速度において、５Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す。
【００４３】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は０．０１ｓ－１以下の剪断速度において、
１Ｐａ．ｓ以上の粘度を示し、そして１０ｓ－１以上、より通常には、１００ｓ－１以上
の剪断速度において、１Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す。
【００４４】
　１つの実施形態において、組成物は０Ｐａを超え、より通常には、０．０１Ｐａを超え
、さらにより通常には、約０．０１～約１０Ｐａ、なおもより通常には、約０．１～約５
Ｐａの降伏強さを示す。
【００４５】
　１つの実施形態において、本発明の組成物はチクソトロピー性をも示す。本明細書中に
使用されるときに、組成物の流動特性に関する用語「チクソトロピー性」は時間依存的な
非ニュートン性ずり流動粘度を示し、すなわち、剪断応力の増加により生じる組成物の粘
度の低下が可逆的であり、剪断応力を中止したときに組成物が元の状態に戻ることを意味
する。
【００４６】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は懸濁剤をさらに含み、その懸濁剤は、通常
、組成物にずり流動化粘度を付与し、降伏強さを付与し、又は、ずり流動化粘度及び降伏
強さを付与するのに有効な量で液体媒体中に分散されており、一般に、本発明の組成物１
００ｐｂｗを基準として、０ｐｂｗを超え、約１０ｐｂｗまで、より通常には、約０．２
～約５ｐｂｗ、そしてさらにより通常には、約０．５～約５ｐｂｗの懸濁剤の量で分散さ
れている。
【００４７】
　１つの実施形態において、懸濁剤は、シリカ、より通常には、ヒュームドシリカ、無機
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コロイドもしくはコロイド形成性粒子、より通常には、クレー、レオロジー改質剤ポリマ
ー及びそれらの混合物から選ばれる。液体媒体が水性媒体である１つの実施形態において
、懸濁剤は、水溶性ポリマーとは異なり、そして水溶性ポリマーよりも容易に加水分解さ
れるポリサッカリドポリマーを含む。たとえば、キサンタンガムは水性媒体に溶解し、そ
して水性媒体中で不完全に加水分解したグアー粒子を懸濁させるための懸濁剤として使用
されうる。
【００４８】
　１つの実施形態において、液体媒体は水性媒体であり、そして水溶性ポリマーは不完全
に加水分解されており、そしてそれ自体が水膨潤された粘性塊を形成することにより懸濁
剤の機能を発揮し、その粘性塊は同量の完全水和状態の同水溶性ポリマーよりも低い粘度
を有し、そして別個の懸濁剤は必要とされない。
【００４９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は水和抑制剤をさらに含み、その水和抑制剤
は、通常、液体媒体中に、水性媒体中での水溶性ポリサッカリドの水和を抑制するのに有
効な量で、それにより、本発明の組成物のポリサッカリドポリマー成分が不完全に水和さ
れる量で溶解され、一般に、１００ｐｂｗの水性媒体を基準として、０ｐｂｗを超え、約
７０ｐｂｗまで、より通常には、約１５～約６０ｐｂｗ、さらにより通常には、約２０～
約５０ｐｂｗの水和抑制剤の量で溶解される。水和抑制剤成分の使用は、通常、液体媒体
が水性媒体である本発明の組成物の実施形態において最も有利である。
【００５０】
　１つの実施形態において、水和抑制剤は、界面活性剤、水溶性非界面活性塩、水分散性
有機溶剤及びそれらの混合物から選ばれる。本明細書中に使用されるときに、用語「非界
面活性塩」はア二オン性、カチオン性、双性イオン性又は両性界面活性剤でない塩を意味
し、そして、塩でありかつその主要な活性が界面の表面張力の変性以外の活性である活性
成分、たとえば、農薬活性成分又は医薬活性成分を含む。用語「水分散性有機溶剤」は水
混和性有機液体及び水中に分散性でありうる水不混和性液体を含み、たとえば、水不混和
性有機液体の水中のエマルジョンの形態であることができる。
【００５１】
　本発明の組成物の懸濁剤及び／又は水和抑制剤は各々１つより多くの機能を発揮して良
いことが評価されうる。たとえば、本発明の組成物中に水和抑制剤として機能する界面活
性剤化合物はクリーニング組成物などの最終使用用途において所望の機能、たとえば、洗
浄性の機能を発揮してもよく、又は、本発明の組成物中で水和抑制剤として機能する塩は
医薬又は農薬組成物などの最終使用用途において所望の機能、たとえば、生物学的活性を
発揮してもよい。
【００５２】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０
ｐｂｗを超え、より通常には、約１ｐｂｗから、さらにより通常には、約２ｐｂｗから、
なおもより通常には、２．５ｐｂｗを超え、約３０ｐｂｗまで、より通常には、約２５ｐ
ｂｗまで、さらにより通常には、約２０ｐｂｗまで、なおもより通常には、約１２ｐｂｗ
までの水溶性ポリマーを含む。
【００５３】
　１つの実施形態において、ポリマーはポリサッカリドポリマーである。ポリサッカリド
ポリマーは、通常、多数の親水性、通常には、ヒドロキシル置換基を一分子当たりに有し
、より通常には、ポリサッカリドポリマーの１モノマー単位当たりに１個以上のヒドロキ
シル基を有する。
【００５４】
　ポリサッカリドポリマーの重量平均分子量が約１０，０００，０００グラム／モル(g／
mol)以下であり、より通常には約５，０００，０００グラム／モル以下であり、より通常
には約１００，０００～約４，０００，０００g/molであり、さらにより通常には約５０
０，０００～約３，０００，０００g/molである１つの実施形態において、本発明の組成
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物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、約１５ｐｂｗまで、より通常には約１～約１
２ｐｂｗ、さらにより通常には約２～約１０ｐｂｗ、なおもより通常には２．５ｐｂｗを
超え、約８ｐｂｗまでのポリサッカリドポリマーを含む。ポリサッカリドポリマーの重量
平均分子量は光散乱又は屈折率検知とともにゲルパーミエーションクロマトグラフィーな
どの既知の方法により決定されうる。本明細書中に一般に使用されるとおり、すなわち、
「誘導化」又は「非誘導化」などの明示の限定が存在しない場合には、用語「グアーポリ
マー」は集合的に非誘導化ポリサッカリドポリマー及び誘導化ポリサッカリドポリマーを
指す。
【００５５】
　ポリサッカリドポリマーが約１００，０００g/mol未満の分子量の脱重合化グアーであ
る１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、約
５０ｐｂｗまで又は約３０ｐｂｗまで、より通常には約０．１ｐｂｗから、又は約１ｐｂ
ｗから、約２５ｐｂｗまで、さらにより通常には約１．５～約２０ｐｂｗ、なおもより通
常には約２ｐｂｗ～約１５ｐｂｗ、なおもより通常には２．５ｐｂｗを超え、約１２ｐｂ
ｗまでのポリサッカリドポリマーを含む。
【００５６】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は液体媒体、より通常には、水性媒体中に懸
濁した２．５ｐｂｗを超え、約８ｐｂｗまでのグアーポリマーを含み、ここで、ポリマー
は重量平均分子量が約１００，０００g／molから、より通常には約５００，０００g/mol
から約５，０００，０００、より通常には約４，０００，０００g/molまで、さらにより
通常には約３，０００，０００g/molまでであり、そして組成物は、０．０１ｓ－１未満
、より通常には０．００１ｓ－１未満の剪断速度において、５Ｐａ．ｓ以上、より通常に
は１０Ｐａ．ｓ以上の粘度を示し、そして１０ｓ－１を超え、より通常には、１００ｓ－

１を超える剪断速度において、０．０１ｓ－１以下の剪断速度で示される粘度よりも低い
粘度、通常には、１０Ｐａ．ｓ未満、より通常には、５Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す。
【００５７】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、
　（ａ）液体媒体、
　（ｂ）不完全に水和した水溶性ポリマー、より通常には、水溶性ポリマーの少なくとも
一部は水溶性ポリマーの粒子の形態であり、その少なくとも一部は液体媒体中に分散され
ており、より通常には、懸濁しているポリマー、及び、
　（ｃ）組成物にずり流動化特性を付与するのに有効な量の懸濁剤、
を含む。
【００５８】
　１つの実施形態において、液体媒体は非水性媒体であり、そしてポリマーはポリサッカ
リドポリマーである。
【００５９】
　１つの実施形態において、液体媒体は水性媒体であり、そしてポリマーはポリサッカリ
ドポリマーである。
【００６０】
　１つの実施形態において、液体媒体は水性媒体であり、そして本発明の組成物は、１０
０ｐｂｗの組成物を基準として、
　（ａ）０ｐｂｗを超え、より通常には約１０ｐｂｗ以上であり、さらにより通常には約
３０ｐｂｗ以上であり、なおもより通常には約４０ｐｂｗ以上である水、
　（ｂ）０ｐｂｗを超え、より通常には約０．１ｐｂｗから、又は、約１ｐｂｗから、よ
り通常には約１．５ｐｂｗから、さらにより通常には約２ｐｂｗから、さらになおもより
通常には約２．５ｐｂｗを超え、又は、約３ｐｂｗから、又は、約４ｐｂｗから、約５０
ｐｂｗまで、又は約３０ｐｂｗまで、より通常には約２５ｐｂｗまで、より通常には約２
０ｐｂｗまで、さらにより通常には約１５ｐｂｗまで、なおもより通常には約１２ｐｂｗ
までの不完全に水和した水溶性ポリサッカリドポリマー、ここで、より通常には、水溶性
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ポリマーの少なくとも一部は粒子の形態であり、このような粒子の少なくとも一部は液体
媒体中に分散され、より通常には、懸濁されている水溶性ポリサッカリドポリマー、及び
、
　（ｃ）０ｐｂｗを超え、より通常には約０．１ｐｂｗから、さらにより通常には約０．
２ｐｂｗから、なおもより通常には約０．５ｐｂｗから、約１０ｐｂｗまで、より通常に
は約５ｐｂｗまでの懸濁剤、
を含む。
【００６１】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、
　（ａ）水性媒体、
　（ｂ）不完全に水和した水溶性ポリサッカリドポリマー、より通常には、水溶性ポリマ
ーの少なくとも一部は水溶性ポリマーの粒子の形態であり、その少なくとも一部は水性媒
体中に分散されており、より通常には、懸濁されている水溶性ポリサッカリドポリマー、
　（ｃ）組成物にずり流動化特性を付与するのに有効な量の懸濁剤、及び、
　（ｄ）水性媒体中で水溶性ポリサッカリドの水和を抑制するのに有効な量の水和抑制剤
、
を含む。
【００６２】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、
　（ａ）０ｐｂｗを超え、より通常には約１０ｐｂｗ以上であり、さらにより通常には約
３０ｐｂｗ以上であり、なおもより通常には約４０ｐｂｗ以上である水、
　（ｂ）０ｐｂｗを超え、より通常には約０．１ｐｂｗから、又は、約１ｐｂｗから、な
おもより通常には約１．５ｐｂｗから、さらにより通常には約２ｐｂｗから、なおもより
通常には約２．５ｐｂｗを超え、又は、約３ｐｂｗから、又は、約４ｐｂｗから、約５０
ｐｂｗまで、又は約３０ｐｂｗまで、より通常には約２５ｐｂｗまで、より通常には約２
０ｐｂｗまで、さらにより通常には約１５ｐｂｗまで、なおもより通常には約１２ｐｂｗ
までの不完全に水和した水溶性ポリサッカリドポリマーであって、ここで、より通常には
、水溶性ポリマーの少なくとも一部は粒子の形態であり、このような粒子の少なくとも一
部は液体媒体中に分散され、より通常には、懸濁されている水溶性ポリサッカリドポリマ
ー、及び、
　（ｃ）０ｐｂｗを超え、より通常には約０．１ｐｂｗから、さらにより通常には約０．
２ｐｂｗから、なおもより通常には約０．５ｐｂｗから、約１０ｐｂｗまで、より通常に
は約５ｐｂｗまでの懸濁剤、及び、
　（ｄ）０ｐｂｗを超え、より通常には約１０ｐｂｗから、さらにより通常には約１５ｐ
ｂｗから、なおもより通常には約２０ｐｂｗから、約７０ｐｂｗまで、より通常には約６
０ｐｂｗまで、さらにより通常には約５０ｐｂｗまでの水和抑制剤、
を含む。
【００６３】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、
　（ａ）０ｐｂｗを超え、より通常には約１０ｐｂｗ以上であり、さらにより通常には約
３０ｐｂｗ以上であり、なおもより通常には約４０ｐｂｗ以上である水、
　（ｂ）０ｐｂｗを超え、又は、約０．１ｐｂｗから、約５０ｐｂｗまで、又は約３０ｐ
ｂｗまで、より通常には約１～約２５ｐｂｗ、より通常には約１．５～約２０ｐｂｗ、さ
らにより通常には約２～約１５ｐｂｗ、なおもより通常には約２．５ｐｂｗを超え、約１
２ｐｂｗまでの不完全に水和した水溶性ポリサッカリドポリマーであって、ここで、より
通常には、水溶性ポリマーの少なくとも一部は粒子の形態であり、このような粒子の少な
くとも一部は液体媒体中に分散され、より通常には、懸濁されている水溶性ポリサッカリ
ドポリマー、及び、
　（ｃ）０ｐｂｗを超え、約１０ｐｂｗまで、より通常には約０．１～約１０ｐｂｗ、さ
らにより通常には約０．２～約５ｐｂｗ、なおもより通常には約０．５～約５ｐｂｗの懸
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濁剤、及び、
　（ｄ）０ｐｂｗを超え、約７０ｐｂｗまで、より通常には約１０～約７０ｐｂｗ、さら
により通常には約１５～約６０ｐｂｗ、なおもより通常には約２０～約５０ｐｂｗの水和
抑制剤、
を含む。
【００６４】
　１つの実施形態において、懸濁剤はシリカであり、そして水和抑制剤は非界面活性塩、
界面活性剤、水分散性有機溶剤、非界面活性塩と界面活性剤との混合物、非界面活性塩と
水分散性有機溶剤との混合物、又は、非界面活性塩と界面活性剤と水分散性有機溶剤との
混合物である。
【００６５】
　１つの実施形態において、懸濁剤はシリカであり、そして水和抑制剤は非界面活性塩と
界面活性剤との混合物である。
【００６６】
　１つの実施形態において、懸濁剤はクレーであり、そして水和抑制剤は非界面活性塩、
界面活性剤、水分散性有機溶剤、非界面活性塩と界面活性剤との混合物、非界面活性塩と
水分散性有機溶剤との混合物、又は、非界面活性塩と界面活性剤と水分散性有機溶剤との
混合物である。
【００６７】
　１つの実施形態において、懸濁剤はレオロジー改質剤ポリマーであり、そして水和抑制
剤は非界面活性塩、界面活性剤、水分散性有機溶剤、非界面活性塩と界面活性剤との混合
物、非界面活性塩と水分散性有機溶剤との混合物、又は、非界面活性塩と界面活性剤と水
分散性有機溶剤との混合物である。
【００６８】
　１つの実施形態において、懸濁剤はシリカとクレーとの混合物であり、そして水和抑制
剤は非界面活性塩、界面活性剤、水分散性有機溶剤、非界面活性塩と界面活性剤との混合
物、非界面活性塩と水分散性有機溶剤との混合物、又は、非界面活性塩と界面活性剤と水
分散性有機溶剤との混合物である。
【００６９】
　１つの実施形態において、懸濁剤はシリカとレオロジー改質剤との混合物であり、そし
て水和抑制剤は非界面活性塩、界面活性剤、水分散性有機溶剤、非界面活性塩と界面活性
剤との混合物、非界面活性塩と水分散性有機溶剤との混合物、又は、非界面活性塩と界面
活性剤と水分散性有機溶剤との混合物である。
【００７０】
　１つの実施形態において、懸濁剤はクレーとレオロジー改質剤との混合物であり、そし
て水和抑制剤は非界面活性塩、界面活性剤、水分散性有機溶剤、非界面活性塩と界面活性
剤との混合物、非界面活性塩と水分散性有機溶剤との混合物、又は、非界面活性塩と界面
活性剤と水分散性有機溶剤との混合物である。
【００７１】
　１つの実施形態において、懸濁剤はシリカとクレーとレオロジー改質剤との混合物であ
り、そして水和抑制剤は非界面活性塩、界面活性剤、水分散性有機溶剤、非界面活性塩と
界面活性剤との混合物、非界面活性塩と水分散性有機溶剤との混合物、又は、非界面活性
塩と界面活性剤と水分散性有機溶剤との混合物である。
【００７２】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、
　０ｐｂｗを超え、又は、約１０ｐｂｗ以上であり、又は、約３０ｐｂｗ以上である水性
媒体、より通常には、水、又は、水と水混和性有機液体との混合物、
　２．５ｐｂｗを超え、又は、約３ｐｂｗから、又は、約４ｐｂｗから、約５０ｐｂｗま
で、又は約３０ｐｂｗまで、又は、約２５ｐｂｗまで、又は、約２０ｐｂｗまで、又は、
約１５ｐｂｗまで、又は、約１２ｐｂｗまでの水溶性ポリマーであり、より通常には、水
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溶性ポリサッカリドポリマー、水溶性非ポリサッカリドポリマーから選ばれる水溶性ポリ
マーであり、さらにより通常には、ポリアクリルアミドポリマー、非誘導化グアー、誘導
化グアー及びそれらの混合物から選ばれる水溶性ポリマーであり、ここで、このような水
溶性ポリマーは不完全に水和されており、より通常には、水溶性ポリマーの少なくとも一
部は粒子の形態であり、このような粒子の少なくとも一部は液体媒体中に分散され、より
通常には、懸濁されている水溶性ポリマー、及び、
　０ｐｂｗから、又は、０ｐｂｗを超え、又は、約０．１ｐｂｗから、又は、約０．２ｐ
ｂｗから、又は、約０．５ｐｂｗから、約１０ｐｂｗまで、又は、約５ｐｂｗまでの懸濁
剤であり、シリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジー改質剤ポリマ
ー、上記水溶性ポリマー以外の水溶性ポリマー、及びそれらの混合物から選ばれ、液体媒
体中に溶解又は分散されている懸濁剤、及び、
　０ｐｂｗから、又は０ｐｂｗを超え、又は、約２ｐｂｗから、又は、約５ｐｂｗから、
約３０ｐｂｗまで、又は約１５ｐｂｗまで、又は約１０ｐｂｗまでの水和抑制剤であり、
界面活性剤、水溶性非界面活性塩、水分散性有機溶剤及びそれらの混合物から選ばれ、液
体媒体中に溶解又は分散されている水和抑制剤、
を含む。
【００７３】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、
　０ｐｂｗを超え、又は、約１０ｐｂｗ以上であり、又は、約３０ｐｂｗ以上である、水
と水不混和性有機液体との混合物を含む、水性媒体、
　水及び水不混和性有機液体を乳化させるのに有効な量の乳化剤であり、より通常には、
非イオン系界面活性剤を含み、さらにより通常には、ソルビタン脂肪酸エステル、アリー
ルアルコキシレート、アルコキシル化脂肪族アルコール、アルコキシル化脂肪酸、アルコ
キシル化トリグリセリド、アルコキシコポリマー、アルキルポリグルコシド、アルコキシ
ル化脂肪族アミン及びエーテルアミン、ならびにそれらの混合物から選ばれる非イオン系
界面活性剤を含み、より通常には、０ｐｂｗを超え、又は約２ｐｂｗから、約８ｐｂｗま
で、又は、約６ｐｂｗまでの上記界面活性剤を含む、１種以上の乳化剤、
　０ｐｂｗから、又は、０ｐｂｗを超え、又は、０．１ｐｂｗから、又は、約１ｐｂｗか
ら、又は、約１．５ｐｂｗから、又は、約２ｐｂｗから、又は、２．５ｐｂｗを超え、又
は、約４ｐｂｗから、約５０ｐｂｗまで、又は、約３０ｐｂｗまで、又は、約２５ｐｂｗ
まで、又は、約２０ｐｂｗまで、又は、約１５ｐｂｗまで、又は、約１２ｐｂｗまでの第
一の水溶性ポリマーであり、より通常には、水溶性ポリサッカリドポリマー及び水溶性非
ポリサッカリドポリマーから選ばれる水溶性ポリマーであり、さらにより通常には、ポリ
アクリルアミドポリマー、非誘導化グアー、誘導化グアー及びそれらの混合物から選ばれ
る水溶性ポリマーであり、ここで、このような水溶性ポリマーは不完全に水和されており
、より通常には、水溶性ポリマーの少なくとも一部は水溶性ポリマーの粒子の形態であり
、このような粒子の少なくとも一部は液体媒体中に分散され、より通常には、懸濁されて
いる、第一の水溶性ポリマー、及び、
　０ｐｂｗから、又は、０ｐｂｗを超え、又は、約０．１ｐｂｗから、又は、約０．２ｐ
ｂｗから、又は、約０．５ｐｂｗから、約１０ｐｂｗまで、又は、約５ｐｂｗまでの懸濁
剤であり、シリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジー改質剤ポリマ
ー、選択された上記第一の水溶性ポリマー以外の第二の水溶性ポリマー、及び、それらの
混合物から選ばれ、液体媒体中に溶解又は分散されている、懸濁剤、及び、
　０ｐｂｗから、又は０ｐｂｗを超え、又は、約２ｐｂｗから、又は、約５ｐｂｗから、
約３０ｐｂｗまで、又は約１５ｐｂｗまで、又は約１０ｐｂｗまでの水和抑制剤であり、
界面活性剤、水溶性非界面活性塩、水分散性有機溶剤及びそれらの混合物から選ばれ、液
体媒体中に溶解又は分散されている、水和抑制剤、
を含み、該組成物はエマルジョン、マイクロエマルジョン又はサスポエマルジョンの形態
である。
【００７４】
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　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、
　０ｐｂｗを超え、又は、約１０ｐｂｗ以上であり、又は、約３０ｐｂｗ以上である、非
水性液体媒体であり、より通常には、水不混和性有機液体、
　０ｐｂｗを超え、又は、約０．１ｐｂｗから、又は、約１ｐｂｗから、又は、約１．５
ｐｂｗから、又は、約２ｐｂｗから、又は、２．５ｐｂｗを超え、又は、約４ｐｂｗから
、約５０ｐｂｗまで、又は、約３０ｐｂｗまで、又は、約２５ｐｂｗまで、又は、約２０
ｐｂｗまで、又は、約１５ｐｂｗまで、又は、約１２ｐｂｗまでの水溶性ポリマーであり
、より通常には、水溶性ポリサッカリドポリマー及び水溶性非ポリサッカリドポリマーか
ら選ばれる水溶性ポリマーであり、さらにより通常には、ポリアクリルアミドポリマー、
非誘導化グアー、誘導化グアー及びそれらの混合物から選ばれる水溶性ポリマーであり、
ここで、水溶性ポリマーの少なくとも一部は粒子の形態であり、このような粒子の少なく
とも一部は非水性液体媒体中に分散され、より通常には、懸濁されている、水溶性ポリマ
ー、及び、
　０ｐｂｗから、又は、０ｐｂｗを超え、又は、約０．１ｐｂｗから、又は、約０．２ｐ
ｂｗから、又は、約０．５ｐｂｗから、約１０ｐｂｗまで、又は、約５ｐｂｗまでの懸濁
剤であり、より通常には、シリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子及びそれら
の混合物から選ばれ、非水性液体媒体中に分散されている、懸濁剤、
を含む。
【００７５】
　適切な水溶性ポリサッカリドポリマーとしては、たとえば、ガラクトマンナン、たとえ
ば、グアー誘導体を含むグアー、キサンタン、ポリフルクトース、たとえば、レバン、デ
ンプン誘導体を含むデンプン、たとえば、アミロペクチン、及び、セルロース誘導体を含
むセルロース、たとえば、メチルセルロース、エチルセルロース、カルボキシメチルセル
ロース、ヒドロキシエチルセルロース、セルロースアセテート、セルロースアセテートブ
チレート及びセルロースアセテートプロピオネートが挙げられる。
【００７６】
　ガラクトマンナンは、単糖類のマンノース及びガラクトースから主としてなるポリサッ
カリドである。マンノース要素は元の植物によってさまざまな距離で1,6結合-D-ガラクト
ピラノシル-残基を含む、数百の（1,4）-β-D-マンノピラノシル残基からなる鎖を形成し
ている。天然のガラクトマンナンは、グアーガム、グアースプリット、ローカストビーン
ガム及びタラガムを含む多くの源から入手可能である。さらに、ガラクトマンナンは、古
典的な合成経路によって得ることができ、又は、天然ガラクトマンナンの化学変性により
得ることができる。
【００７７】
　グアーガムは、マメ科植物のCyamopsis tetragonolobusの種子に見られる粘液を指す。
水溶性画分（85％）は「グアラン」と呼ばれ、それは直鎖の（1,4）-β-D-マンノピラノ
シル単位と、（1,6）結合によって結合されたα-D-ガラクトピラノシル単位からなる。グ
アラン中のD-ガラクトース／D-マンノース比率は約１：２である。グアーガムは、通常、
２，０００，０００～５，０００，０００ｇ／ｍｏｌの重量平均分子量を有する。たとえ
ば、約５０，０００～約２，０００，０００ｇ／ｍｏｌの減少した分子量を有するグアー
も知られている。
【００７８】
　グアー種子は、脆性胚（胚）を間に挟んでいる１対の硬い非脆性胚乳部からなり、以下
において「グアースプリット」と呼ぶ。脱皮した後、種子は分割され、胚（種子の４３～
４７％）はスクリーニングにより除去され、スプリットは破砕される。破砕されたスプリ
ットは約７８～８２％のガラクトマンナンポリサッカリド及び少量の幾つかのタンパク材
料、無機非界面活性塩、水不溶性ガム及び細胞膜、さらには、ある量の残留種皮及び胚を
含むことが報告されている。
【００７９】
　ローカストビーンガム又はイナゴマメガムは、イナゴマメの木、Ceratonia siliquaの
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種子の精製済胚乳である。このタイプのガムのガラクトース／マンノース比率は約１：４
である。ローカストビーンガムは市販されている。
【００８０】
　タラガムはタラの木の精製済シードガムから誘導される。ガラクトース／マンノースの
比率は約１：３である。タラガムは市販されている。
【００８１】
　興味深い他のガラクトマンナンは変性ガラクトマンナンであり、誘導体化グアーポリマ
ー、たとえば、カルボキシメチルグアー、カルボキシメチルヒドロキシプロピルグアー、
カチオン性ヒドロキシプロピルグアー、ヒドロキシエチルグアー、ヒドロキシプロピルグ
アー、ヒドロキシブチルグアー及び高級ヒドロキシアルキルグアーを含むヒドロキシアル
キルグアー、カルボキシメチルグアー、カルボキシプロピルグアー、カルボキシブチルグ
アー及び高級カルボキシアルキルグアーを含むカルボキシアルキルグアー、グアランのヒ
ドロキシエチル化、ヒドロキシプロピル化及びカルボキシメチル化誘導体、カルビン（ca
rubin）のヒドロキシエチル化及びカルボキシメチル化誘導体、ならびに、カシアガムの
ヒドロキシプロピル化及びカルボキシメチル化誘導体である。
【００８２】
　興味深いキサンタンはキサンタンガム及びキサンタンゲルである。キサンタンガムはXa
thomonas campestrisによって産生されるポリサッカリドガムであり、主ヘキソース単位
としてD-グルコース、D-マンノース、D-グルクロン酸を含み、また、ピルベートも含み、
そして部分的にアセチル化されている。
【００８３】
　レバンはβ-2,1結合を介して分岐して、β-2,6結合を介して結合している5員環を含む
ポリフルクトースである。レバンは138°Cのガラス転移温度を示し、粒状形態で入手可能
である。１～２百万の分子量で、密充填された球状粒子の直径は約８５ｎｍである。
【００８４】
　変性セルロースは、ヒドロキシ基、ヒドロキシカルボキシル基又はヒドロキシアルキル
基などの少なくとも１つの官能基を含むセルロースであり、たとえば、ヒドロキシメチル
セルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース又はヒドロキ
シブチルセルロースである。
【００８５】
　グアーガムスプリットの誘導体の製造方法は一般に知られている。通常、グアースプリ
ットを1種以上の誘導化剤と適切な反応条件下で反応させて、所望の置換基を有するグア
ーポリサッカリドを製造する。適切な誘導化試薬は市販されており、通常、エポキシ基、
クロロヒドリン基又はエチレン系不飽和基などの反応性官能基、及び、カチオン性、非イ
オン性又はアニオン性置換基などの少なくとも1つの他の置換基、又は、このような置換
基の前駆体を１分子当たりに含み、ここで、置換基は、アルキレン又はオキシアルキレン
基などの二価結合基により誘導化剤の反応性官能基に結合することができる。適切なカチ
オン性置換基としては、第一級、第二級又は第三級アミノ基あるいは第四級アンモニウム
、スルホニウム又はホスフィニウム基が挙げられる。適切な非イオン性の置換基としては
、ヒドロキシプロピル基などのヒドロキシアルキル基が挙げられる。適切なアニオン性基
としては、カルボキシメチル基などのカルボキシアルキル基が挙げられる。カチオン性、
非イオン性及び／又はアニオン性置換基は、それぞれの適切な誘導化剤との一連の反応に
より、又は、同時反応によりグアーポリサッカリド鎖に導入されうる。
【００８６】
　グアーは架橋剤で処理することができ、たとえば、ホウ砂（テトラホウ酸ナトリウム）
は一般にグアースプリットの表面を部分架橋する水－スプリットプロセスの反応工程での
加工助剤として一般に使用され、それによって、処理の間にグアースプリットにより吸収
される水の量が低減される。他の架橋剤、たとえば、グリオキサール又はチタネート化合
物は知られている。
【００８７】
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　１つの実施形態において、本発明の組成物のポリサッカリド成分は非誘導化ガラクトマ
ンナンポリサッカリドであり、より通常には、非誘導化グアーガムである。
【００８８】
　１つの実施形態において、ポリサッカリドは、ポリサッカリドの１つ以上のサイトにお
いて、各サイトに対して独立してカチオン性置換基、非イオン性置換基及びアニオン性置
換基からなる群より選ばれる置換基により置換された誘導化ガラクトマンナンポリサッカ
リドである。
【００８９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物のポリサッカリド成分は誘導化ガラクトマン
ナンポリサッカリドであり、より通常には、誘導化グアーである。適切な誘導化グアーと
しては、たとえば、ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムグアー、ヒドロキシプロ
ピルラウリルジメチルアンモニウムグアー、ヒドロキシプロピルステアリルジメチルアン
モニウムグアー、ヒドロキシプロピルグアー、カルボキシメチルグアー、ヒドロキシプロ
ピル基及びヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム基を含むグアー、カルボキシメチ
ルヒドロキシプロピル基を含むグアー及びそれらの混合物が挙げられる。
【００９０】
　誘導化ポリサッカリドポリマー中の誘導化基の量は誘導化ポリサッカリドポリマーの置
換度又は誘導化ポリサッカリドポリマーのモル置換度によって特徴付けることができる。
【００９１】
　本明細書中で使用されるときに、所与のタイプの誘導化基及び所与のポリサッカリドポ
リマーに関する用語「置換度」はポリサッカリドポリマーの各モノマー単位に結合された
このような誘導化基の平均数を意味する。１つの実施形態において、誘導化ガラクトマン
ナンポリサッカリドは、約０．００１～約３．０の合計置換度（「ＤＳＴ」）を示す：
ここで、ＤＳＴはカチオン性置換基についてのＤＳ（「ＤＳcationic」）と、非イオン性
置換基についてのＤＳ（「ＤＳnonionic」）と、アニオン性置換基についてのＤＳ（「Ｄ
Ｓanionic」）との合計である。
　ＤＳcationicは０～約３であり、より通常には約０．００１～約２．０であり、さらに
より通常には約０．００１～約１．０である。
　ＤＳnonionicは、０～３．０であり、より通常には約０．００１～約２．５であり、さ
らにより通常には約０．００１～約１．０である。
　ＤＳanionicは、０～３．０であり、より通常には約０．００１～約２．０である。
【００９２】
　本明細書中で使用されるときに、用語「モル置換度」又は「ＭＳ」はグアーの単糖類単
位のモル当たりの誘導化基のモル数を指す。モル置換度は、Zeisel-GC法により決定する
ことができる。本発明で利用されるモル置換度は、通常、約０．００１～約３の範囲にあ
る。
【００９３】
　１つの実施形態において、ポリサッカリドポリマーは粒子の形態である。１つの実施形
態において、ポリサッカリドポリマーの粒子は、初期の、すなわち、水性媒体中での懸濁
の前の乾燥粒子に対して決定される平均粒度が、光散乱により測定して約５～２００μｍ
であり、より通常には、約２０～２００μｍであり、そして初期の粒度以上の水性媒体中
での粒度を示し、すなわち、５μｍ以上、より通常には２０μｍ以上の水性媒体中での粒
度を示し、初期の粒度からの増加は水性媒体中でのポリサッカリドポリマーの部分水和に
より生じる膨潤によるものである。
【００９４】
　１つの実施形態において、水溶性ポリマーは水溶性非ポリサッカリドポリマーである。
適切な水溶性非ポリサッカリドポリマーとしては、たとえば、レシチンポリマー、ポリ（
エチレンオキシド）ポリマーなどのポリ（アルキレンオキシド）ポリマー、及び、エチレ
ン系不飽和モノマーから誘導される水溶性ポリマーが挙げられる。エチレン系不飽和モノ
マーから誘導される適切な水溶性ポリマーとしては、アクリルアミド、メタクリルアミド
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、２－ヒドロキシエチルアクリレート及び/又はＮ－ビニルピロリドンから誘導される水
溶性ポリマーが挙げられ、それはこのようなモノマーのホモポリマー、たとえば、ポリ（
アクリルアミド）ポリマー及びポリ（ビニルピロリドン）ポリマー、ならびにこのような
モノマーと1種以上のコモノマーとのコポリマーである。エチレン系不飽和モノマーから
誘導される適切な水溶性コポリマーとしては、ジアミノアルキル（メタ）アクリレート又
はジアミノアルキル（メタ）アクリルアミド及びそれらの混合物などの少なくとも１種の
カチオン性モノマーと、アクリルアミド又はメタクリルアミドなどの1種以上の非イオン
性モノマーの重合により製造される水溶性カチオン性ポリマーが挙げられる。１つの実施
形態において、非ポリサッカリドポリマーは約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌを超え、よ
り通常には２，０００，０００ｇ／ｍｏｌを超え、約２０，０００，０００ｇ／ｍｏｌま
でであり、より通常には、約１０，０００，０００ｇ／ｍｏｌまでの重量平均分子量を示
す。
【００９５】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の懸濁剤成分はヒュームドシリカを含む。ヒ
ュームドシリカは、通常、水素酸素火炎中のケイ素化合物、たとえば、四塩化ケイ素の気
相加水分解によって生成される。燃焼プロセスは二酸化ケイ素分子を形成し、それが凝縮
して、粒子を形成する。粒子は衝突し、結合しそして一緒に焼結する。これらのプロセス
の結果として、通常、三次元分枝鎖凝集体ができ、通常、約０．２～０．３ミクロンの平
均粒度である。一度、凝集体がシリカの融点（１７１０℃）より下に冷却されると、さら
なる衝突が凝集と呼ばれる鎖の機械的絡み合いをもたらす。
【００９６】
　１つの実施形態において、適切なヒュームドシリカはBET比表面積が50～400平方メート
ル毎グラム（ｍ2/g）であり、より通常には約100ｍ2/g～約400ｍ2/gである。
【００９７】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の懸濁剤成分は、単独で、又は、１種以上の
他の懸濁剤との組み合わせで、組成物にずり流動化粘度を付与するために有効な量のヒュ
ームドシリカを含み、通常には、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０ｐｂｗを超え、
より通常には約０．１ｐｂｗから、さらにより通常には約０．５ｐｂｗから、約１０ｐｂ
ｗまで、より通常には約５ｐｂｗまで、さらにより通常には、約２．５ｐｂｗまでの量の
ヒュームドシリカを含む。
【００９８】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０
ｐｂｗを超え、約１０ｐｂｗまで、より通常には約０．１～約５ｐｂｗ、さらにより通常
には約０．５～約２．５ｐｂｗのヒュームドシリカを含む。
【００９９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の懸濁剤成分は、無機の、通常には、アルミ
ノシリケート又はマグネシウムシリケート、コロイド形成性クレー、通常、スメクタイト
（モンモリロナイトとしても知られている）クレー、アタパルジャイト（パリゴルスカイ
トとしても知られている）クレー、又はそれらの混合物を含む。これらのクレー材料は、
膨張性層状クレーとして記載でき、ここで、このようなクレーに関して本明細書中に使用
される際の用語「膨張性」は、水との接触時に膨潤し、又は、膨張する層状クレー構造の
能力に関する。
【０１００】
　スメクタイトは三層クレーである。スメクタイト型クレーには２つの明確なクラスがあ
る。第一のクラスのスメクタイトにおいて、酸化アルミニウムはシリケート結晶格子中に
存在し、そしてクレーは典型的な式Al2(Si205)2(OH)2を有する。第二のクラスのスメクタ
イトにおいて、酸化マグネシウムはシリケート結晶格子中に存在し、クレーは典型的な式
Mg3(Si205)(OH)2を有する。上記式中の水和水の範囲はクレーが付される処理により変動
されうる。このことは、水和クレーの膨張可能特性はシリケート格子構造によって決定さ
れるという点で、本組成物中のスメクタイトクレーの使用には重要でない。さらに、鉄及
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びマグネシウムによる原子置換はスメクタイトの結晶格子内で発生することができる一方
、Na+、Ca+2などの金属カチオンならびにH+は電気的中性を提供するために水和の水中で
存在することができる。このようなクレー材料中の鉄の存在は、好ましくは、クレーと任
意の組成物成分との化学的相互作用を最小限に抑えるために回避されるが、このようなカ
チオン置換は、クレーの所望の物理的性質が実質的にそれによって変更されないので、一
般にここでの使用には重要ではない。
【０１０１】
　膨張性マグネシウムシリケートスメクタイトクレーが３八面体結晶格子を有するのに対
して、ここに有用な層状膨張性アルミノシリケートスメクタイトクレーは２八面体結晶格
子をさらに特徴とする。
【０１０２】
　適切なスメクタイトクレーとしては、たとえば、モンモリロナイト（ベントナイト）、
ボルコンスコイト（volchonskoite）、ノントロナイト、バイデライト、ヘクトライト、
サポナイト、ソーコナイト及びバーミキュライトが挙げられ、それらは市販されている。
【０１０３】
　アタパルジャイトはスメクタイトとは異なる四面体及び八面体単位セルの要素の重ね合
わせの原理を有するマグネシウムが豊富なクレーである。アタパルジャイト単位セルの理
想化組成は次式で与えられる：(H2O)4(OH)2Mg5Si8O204H2O。アタパルジャイトクレーは市
販されている。
【０１０４】
　上述のように、本発明の組成物で用いられるクレーは、プロトン、ナトリウムイオン、
カリウムイオン、カルシウムイオン、マグネシウムイオンなどのカチオン対イオンを含む
。それは、一般に、支配的又は排他的に吸収される１つのカチオンをベースとするクレー
とは区別される。たとえば、ナトリウムクレーは、吸収されるカチオンが支配的にナトリ
ウムであるクレーである。このような吸収されるカチオンは水溶液中に存在するカチオン
と交換反応に関与することができる。
【０１０５】
　市販入手されるクレー材料は様々な別離の鉱物実体の混合物を含むことができる。鉱物
のこのような混合物は本組成物での使用に適切である。さらに、天然クレーは、しばしば
、異なるタイプのクレー鉱物の単位層が互いに積層されている（混層）（interstratific
ation）粒子からなる。このようなクレーは混層クレーと呼ばれ、これらの材料も、ここ
での使用に適切である。
【０１０６】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の懸濁剤成分は、単独で、又は、１種以上の
他の懸濁剤との組み合わせで、組成物にずり流動粘度を付与するために有効な量の無機コ
ロイド形成性クレーを含み、通常には、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０ｐｂｗを
超え、より通常には約０．１ｐｂｗから、さらにより通常には約０．５ｐｂｗから、約１
０ｐｂｗまで、より通常には約５ｐｂｗまで、さらにより通常には、約２．５ｐｂｗまで
の量の無機コロイド形成性クレーを含む。
【０１０７】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０
ｐｂｗを超え、約１０ｐｂｗまで、より通常には約０．１～約５ｐｂｗ、さらにより通常
には約０．５～約２．５ｐｂｗの無機コロイド形成性クレーを含む。
【０１０８】
　ヒュームドシリカ又はクレー懸濁剤を、通常、液体媒体に導入しそして混合して、液体
媒体中でヒュームドシリカ又はクレー懸濁剤を分散させる。
【０１０９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の懸濁剤の成分はレオロジー改質剤ポリマー
を含む。レオロジー改質剤ポリマーは、水性組成物を増粘するために使用されるポリマー
である。適切なレオロジー改質剤ポリマーは知られており、通常、３つの一般的なクラス
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、すなわち、アルカリ膨潤性ポリマー、水素橋かけレオロジー改質剤及び疎水性会合性増
粘剤のいずれかに該当する。
【０１１０】
　アルカリ膨潤性ポリマーは、アルカリ媒体中に入れられたときに膨張するｐＨ応答性ポ
リマーであり、アルカリ膨潤性ポリマーとしては、たとえば、アクリル酸、メタクリル酸
、マレイン酸などのエチレン系不飽和カルボン酸モノマーから誘導される単位を含むホモ
ポリマー及びコポリマーが挙げられる。
【０１１１】
　適切な水素橋かけレオロジー改質剤としては、たとえば、親水性コロイド、たとえば、
セルロースならびにカルボキシメチルセルロース及びヒドロキシエチルセルロースセルロ
ースなどの親水性セルロース誘導体、及び、天然ガム及びガム誘導体、たとえば、グアー
ガム、ヒドロキシプロピルグアー、キサンタンガム、レオザン（Rheozan）、及びカラギ
ーナンなどが挙げられる。１つの実施形態では、水素橋かけレオロジー改質剤は、本発明
の組成物の不完全に水和した水溶性ポリマー成分とは異なる第二の水溶性ポリマーである
。たとえば、不完全に水和した水溶性ポリマーが第一のポリサッカリドポリマーである実
施形態において、水素橋かけレオロジー改質剤は、第一のポリサッカリドポリマーよりも
容易に水和される第二のポリサッカリドポリマーであることができる。
【０１１２】
　適切な疎水性会合性レオロジー改質剤は知られており、そのような疎水性会合性レオロ
ジー改質剤としては、疎水性置換基及び親水性置換基の両方を含む疎水的に変性した天然
又は合成ポリマーが挙げられ、たとえば、ポリ（オキシエチレン）又はポリ（オキシプロ
ピレン）主鎖などのポリ（オキシアルキレン）などの合成親水性ポリマー主鎖及び（Ｃ１

０～Ｃ３０）炭化水素基などの疎水性ペンダント基を有する疎水的に変性したセルロース
誘導体及びポリマーが挙げられる。非イオン性会合性増粘剤は、通常、高い塩濃度に対し
て比較的に感度が低いので好ましく、そのような増粘剤としては、たとえば、PEG-200グ
リセリルタロエート、PEG-200水素化グリセリルパルメート、PPG-14パルメト-60ヘキシル
ジカルバメート、PEG-160ソルビタントリイソステアレートが挙げられる。
【０１１３】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の懸濁剤成分は、単独で、又は、１種以上の
他の懸濁剤との組み合わせで、組成物にずり流動粘度を付与するために有効な量のレオロ
ジー改質剤ポリマーを含み、通常には、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０ｐｂｗを
超え、より通常には約０．１ｐｂｗから、さらにより通常には約１ｐｂｗから、約１０ｐ
ｂｗまで、より通常には約５ｐｂｗまでの量のレオロジー改質剤ポリマーを含む。
【０１１４】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０
ｐｂｗを超え、約１０ｐｂｗまで、より通常には約０．１～約１０ｐｂｗ、さらにより通
常には約１～約５ｐｂｗのレオロジー改質剤ポリマーを含む。
【０１１５】
　レオロジー改質剤懸濁剤を、通常、液体媒体に導入しそして混合して、液体媒体中でレ
オロジー改質剤ポリマーを分散させる。
【０１１６】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は界面活性剤を含む。本明
細書中で使用されるときに、用語「界面活性剤」は水の表面張力を低下させることができ
る化合物、より通常には、洗剤特性が知られている５つのクラス、すなわち、カチオン性
界面活性剤、アニオン界面活性剤、両性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤及び非イオ
ン性界面活性剤のいずれかから選択される化合物、ならびに、それらの混合物を意味する
。
【０１１７】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分はカチオン性界面活性剤を
含む。適切なカチオン性界面活性剤は当該技術分野で知られており、たとえば、アミン塩
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、たとえば、エトキシル化タローアミン、ココアルキルアミン及びオレイルアミン、第四
級アンモニウム化合物、たとえば、セチルトリメチルアンモニウムブロミド、ミリスチル
トリメチルアンモニウムブロミド、ステアリルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、
ラウリル／ミリスチルトリメチルアンモニウムメトスルフェート、ステアリルオクチルジ
モニウムメトスルフェート、二水素化パルモイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトス
ルフェート、イソステアリルベンジルイミドニウムクロリド、ココイルベンジルヒドロキ
シエチルイミダゾリニウムクロリド、ココイルヒドロキシエチルイミダゾリニウム及びそ
れらの混合物が挙げられる。
【０１１８】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分はアニオン性界面活性剤を
含む。適切なアニオン性界面活性剤は当該技術分野で知られており、たとえば、ラウリル
硫酸アンモニウム、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウリル硫酸トリエチルアミン、ラウレ
ス硫酸トリエチルアミン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウレス硫酸トリエタノ
ールアミン、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウレス硫酸モノエタノールアミン、
ラウリル硫酸ジエタノールアミン、ラウレス硫酸ジエタノールアミン、ラウリルモノグリ
セリドナトリウムスルフェート、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸カリウム、ラウレス硫酸カリウム、ナトリウムラウリルサルコシネート、ナト
リウムラウロイルサルコシネート、ラウリルサルコシン、ココイルサルコシン、ココイル
硫酸アンモニウム、ラウロイル硫酸アンモニウム、ココイル硫酸ナトリウム、ラウロイル
硫酸ナトリウム、ココイル硫酸カリウム、ラウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸トリエタ
ノールアミン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ココイル硫酸モノエタノールアミン
、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、トリデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデ
シルベンゼンスルホン酸ナトリウム及びそれらの混合物が挙げられる。
【０１１９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は両性界面活性剤を含む。
適切な両性界面活性剤は当該技術分野で知られており、脂肪族基が直鎖又は枝分かれ鎖で
あることができる脂肪族第二級及び第三級アミンの誘導体として広く記載される界面活性
剤であって、ここで、脂肪族置換基の１つは約８～約１８個の炭素原子を含み、そして１
つはカルボキシル基、スルホネート、スルフェート、ホスフェート又はホスホネートなど
のアニオン性水可溶化基を含む界面活性剤が挙げられる。１つの実施形態において、両性
界面活性剤はココアンフォアセテート、ココアンフォジアセテート、ラウロアンフォアセ
テート及びラウロアンフォジアセテートから選ばれる少なくとも１つの化合物を含む。
【０１２０】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は両性イオン性界面活性剤
を含む。適切な両性イオン性界面活性剤は当該技術分野で知られており、たとえば、脂肪
族基が直鎖又は枝分かれ鎖であることができる脂肪族第四級アンモニウム、ホスホニウム
及びスルホニウム化合物の誘導体として広く記載される界面活性剤であって、脂肪族置換
基の１つは約８～約１８個の炭素原子を含み、そして1つはカルボキシル基、スルホネー
ト、スルフェート、ホスフェート又はホスホネートなどのアニオン性基を含む界面活性剤
が挙げられる。適切な両性イオン性界面活性剤の具体例としては、アルキルベタイン、た
とえば、ココジメチルカルボキシメチルベタイン、ラウリルジメチルカルボキシメチルベ
タイン、ラウリルジメチルα-カルボキシ-エチルベタイン、セチルジメチルカルボキシメ
チルベタイン、ラウリルビス-（２－ヒドロキシエチル）カルボキシメチルベタイン、ス
テアリルビス-（２－ヒドロキシプロピル）カルボキシメチルベタイン、オレイルジメチ
ルγ-カルボキシプロピルベタイン及びラウリルビス-（２－ヒドロキシプロピル）α-カ
ルボキシエチルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン、及び、アルキルスルタイン
、たとえば、ココジメチルスルホプロピルベタイン、ステアリルジメチルスルホプロピル
ベタイン、ラウリルジメチルスルホエチルベタイン、ラウリルビス-（２－ヒドロキシエ
チル）スルホプロピルベタイン及びアルキルアミドプロピルヒドロキシスルタインが挙げ
られる。



(21) JP 5876412 B2 2016.3.2

10

20

30

40

50

【０１２１】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は非イオン性界面活性剤を
含む。適切な非イオン性界面活性剤は当該技術分野で知られており、たとえば、約８～約
２２個の炭素原子を含むアルキル基を有する長鎖アルキルグルコシド、コカミドMEAなど
のヤシ脂肪酸モノエタノールアミド、ヤシ脂肪酸ジエタノールアミド、アルコールアルコ
キシレート及びそれらの混合物が挙げられる。
【０１２２】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分はカチオン性界面活性剤、
アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、双イオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤
及びそれらの混合物から選ばれる２種以上の界面活性剤の混合物を含む。
【０１２３】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は、単独で、又は、１種以
上の他の水和抑制剤との組み合わせで、ポリサッカリドの水和を防止し又は少なくとも抑
制するために有効な量の界面活性剤を含み、通常には、１００ｐｂｗの組成物を基準とし
て、０ｐｂｗを超え、より通常には約２ｐｂｗから、さらにより通常には約５ｐｂｗから
、約６０ｐｂｗまで、より通常には約５０ｐｂｗまで、さらにより通常には約４０ｐｂｗ
までの量の界面活性剤を含む。
【０１２４】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０
ｐｂｗを超え、約６０ｐｂｗまで、より通常には約２～約５０ｐｂｗ、さらにより通常に
は約５～約４０ｐｂｗの界面活性剤を含む。
【０１２５】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は水溶性非界面活性塩を含
む。適切な水溶性非界面活性塩としては、有機非界面活性塩、無機非界面活性塩及びそれ
らの混合物、ならびに高分子電解質が挙げられ、たとえば、非キャップ化ポリアクリレー
ト、ポリマレエート又はポリカルボキシレート、リグニンスルホネート又はナフタレンス
ルホネートホルムアルデヒドコポリマーが挙げられる。水溶性非界面活性塩は、カチオン
成分及びアニオン成分を含む。適切なカチオンは一価であっても又は多価であってもよく
、有機であっても又は無機であってもよく、たとえば、ナトリウム、カリウム、リチウム
、カルシウム、マグネシウム、セシウム及びリチウムカチイオン、ならびに、モノ-、ジ-
、トリ-又は第四級アンモニウムもしくはピリジニウムカチオンが挙げられる。適切なア
ニオンは一価であっても又は多価であってもよく、有機であっても又は無機であってもよ
く、たとえば、塩化物、硫酸塩、硝酸塩、亜硝酸塩、炭酸塩、クエン酸塩、シアン酸塩、
酢酸塩、安息香酸塩、酒石酸塩、シュウ酸塩、カルボン酸塩、リン酸塩及びホスホン酸塩
アニオンが挙げられる。適切な水溶性非界面活性塩としては、たとえば、一価カチオンと
多価アニオンとの非界面活性塩、たとえば、ピロリン酸カリウム、トリポリリン酸カリウ
ム及びクエン酸ナトリウム、一価アニオンと多価カチオンとの非界面活性塩、たとえば、
塩化カルシウム、臭化カルシウム、亜鉛ハロゲン化物、塩化バリウム及び硝酸カルシウム
、及び、一価アニオンと一価カチオンとの非界面活性塩、たとえば、塩化ナトリウム、塩
化カリウム、ヨウ化カリウム、臭化ナトリウム、臭化アンモニウム、硫酸アンモニウム、
アルカリ金属硝酸塩及びアンモニウム硝酸塩が挙げられる。
【０１２６】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、水溶性塩であるカチオン性界面活性剤、
アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤を含まない。
【０１２７】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、水溶性塩であるカチオン性界面活性剤、
アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤又は両性イオン性界面活性剤、たとえば、ラウリ
ル硫酸ナトリウムを含む。水溶性塩である界面活性剤の量は、本発明の組成物の水溶性塩
成分の総量を決定する目的で水溶性塩の合計量に含める。
【０１２８】
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　下記に議論されるとおり、１つの実施形態において、組成物は最終使用組成物を濃縮し
た希釈可能な形態であり、さらに、意図する最終用途に適している１種以上の活性成分、
たとえば、パーソナルケア有益剤、農薬活性成分、又は、医薬活性成分を含む。そのよう
な活性成分は、水溶性非界面活性塩であってよい。水溶性非界面活性塩である活性成分の
量は、本発明の組成物の水溶性塩成分の合計量を決定する目的で水溶性物質の合計量に含
める。
【０１２９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、単独で、又は、１種以上の他の水和抑制
剤との組み合わせで、ポリサッカリドの水和を防止し又は少なくとも抑制するために有効
な量の水溶性塩を含み、通常には、すべての水溶性非界面活性塩の量、水溶性塩である本
発明の組成物のすべての界面活性剤成分の量及び水溶性である本発明の組成物のすべての
活性成分の量を含めて、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０ｐｂｗを超え、より通常
には約２ｐｂｗから、さらにより通常には約５ｐｂｗから、約７０ｐｂｗまで、より通常
には約６５ｐｂｗまで、さらにより通常には約６０ｐｂｗまでの量の水溶性塩を含む。
【０１３０】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、すべての水溶性非界面活性塩の量、水溶
性塩である本発明の組成物のすべての界面活性剤成分の量及び水溶性である本発明の組成
物のすべての活性成分の量を含めて、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０ｐｂｗを超
え、約７０ｐｂｗまで、より通常には約２～約６５ｐｂｗ、さらにより通常には約５～約
６０ｐｂｗの水溶性塩を含む。
【０１３１】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は水分散性有機溶剤を含む
。適切な水分散性有機溶剤としては、たとえば、（Ｃ１～Ｃ１８）アルコール、たとえば
、メタノール、エタノール、イソプロパノール、セチルアルコール、ステアリルアルコー
ル、ベンジルアルコール、オレイルアルコールなどの一価アルコール、及び、たとえば、
２－ブトキシエタノール、エチレングリコール及びグリセロールなどの多価アルコール、
エチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル及び
ジエチレングリコールモノメチルエーテルなどのアルキルエーテルジオール、ならびにそ
れらの混合物が挙げられる。
【０１３２】
　１つの実施形態において、本発明の組成物の水和抑制剤成分は、水分散性の、より通常
には、水溶性の有機溶剤を含む。適切な水分散性有機溶剤としては、たとえば、一価アル
コール、多価アルコール、アルキルエーテルジオール及びそれらの混合物が挙げられる。
【０１３３】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、単独で、又は、１種以上の他の水和抑制
剤との組み合わせで、ポリサッカリドの水和を防止し又は少なくとも抑制するために有効
な量の水分散性有機溶剤を含み、通常には、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０ｐｂ
ｗを超え、より通常には約２ｐｂｗから、さらにより通常には約５ｐｂｗから、約４０ｐ
ｂｗまで、より通常には約３０ｐｂｗまで、さらにより通常には約２５ｐｂｗまでの量の
水分散性有機溶剤を含む。
【０１３４】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、１００ｐｂｗの組成物を基準として、０
ｐｂｗを超え、約４０ｐｂｗまで、より通常には約２～約３０ｐｂｗ、さらにより通常に
は約５～約２５ｐｂｗの水分散性有機溶剤を含む。
【０１３５】
　本発明の組成物は、通常、組成物の成分を一緒に混合することによって製造される。
【０１３６】
　液体媒体が水を含み、又は、水と水混和性有機液体とを含む水性媒体である１つの実施
形態において、組成物は、通常、
　水性液体媒体と、任意成分の水和抑制剤を混合し、
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　水性液体媒体と、使用する場合には、その任意成分の水和抑制剤との混合物と、水溶性
ポリマーを混合し、
　水性液体媒体と、使用する場合には、その任意成分の水和抑制剤と、水溶性ポリマーと
の混合物と、任意成分の懸濁剤を混合することにより製造される。この添加方法は水溶性
ポリマーの水和を回避し、取り扱いが困難であるほど高い粘度を有する中間組成物の形成
のリスクを回避する。
【０１３７】
　液体媒体が水と水不混和性有機液体とを含む水性媒体である別の実施形態において、組
成物は、通常、
　水と、場合により、乳化剤のすべて又は一部と、場合により、懸濁剤とを混合し、
　水不混和性有機液体と、水溶性ポリマーと、場合により、乳化剤のすべて又は一部と、
場合により、懸濁剤とを混合し、
　水をベースとする混合物と、水不混和性有機液体をベースとする混合物とを組み合わせ
て、組成物を形成することにより製造される。乳化剤は、水の混合物又は水混和性有機液
体の混合物のいずれかに添加されても、又は、乳化剤の一部が各混合物に添加されてもよ
い。もし、任意成分の懸濁剤を用いるならば、懸濁剤のすべてが水に添加され、懸濁剤の
すべてが水不混和性有機液体に添加され、又は、懸濁剤の第一の部分が水に添加されそし
て懸濁剤の第二の部分が水不混和性有機液体に添加されてもよい。水不混和性有機液体に
加えて使用されてよい任意成分の水和抑制剤は、水又は水不混和性有機液体のいずれかに
添加されてよい。この添加方法は水溶性ポリマーの水和を回避し、取り扱いが困難である
ほど高い粘度を有する中間組成物の形成のリスクを回避する。
【０１３８】
　液体媒体が非水性液体媒体であり、より通常には、水不混和性有機液体である別の実施
形態において、農薬、水溶性ポリマー、任意成分の懸濁剤及び任意成分の水和抑制剤は、
通常、非水性液体媒体に添加されそして混合されて組成物を形成する。
【０１３９】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は希釈増粘挙動を示し、すなわち、本発明の
組成物が水で希釈されるときに、組成物の粘度は初期的に希釈の増加とともに増加し、最
大値に達し、その後、さらなる希釈とともに減少する。希釈の増加に伴う粘度の増加は、
組成物の界面活性剤及び／又は塩成分の濃度が希釈の増加とともに減少するときに、溶解
した水溶性ポリサッカリドの濃度が増加することに対応する。
【０１４０】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、たとえば、パーソナルケア組成物、ホー
ムケア組成物、農薬組成物、油田用途での使用のための組成物などの水性最終使用組成物
を配合するための高ポリサッカリド含有分のポンプ送り可能な液体源として有用である。
【０１４１】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、現場条件下に安定であり、低粘度であり
、容易に輸送可能であり、注液可能でかつポンプ送り可能であり、そして、農地条件下で
水で希釈可能である農業アジュバント組成物である。
【０１４２】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は、農薬活性成分、場合により他のアジュバ
ント成分、及び水と混合され、標的害虫へのスプレー塗布用の希釈農薬組成物を形成する
。
【０１４３】
　１つの実施形態において、組成物は、最終使用組成物を使用の濃厚な希釈可能な形態で
あり、さらに、1つ以上の活性成分、たとえば、意図する最終用途に適したパーソナルケ
ア有益剤、農薬活性成分又は医薬活性成分を含む。１つの実施形態において、濃厚物は、
最終使用組成物を形成するために希釈され、最終使用組成物は、皮膚、髪あるいは植物の
葉などの標的基材と接触し、濃厚物の水溶性ポリマー成分は基材上に活性成分を送達させ
るのを促進する。
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　１つの実施形態において、本発明の組成物は、必要なときに調製され、そして十分に安
定であり、すなわち、組成物の静止サンプルは、調製と使用の間の期待される時間内に、
たとえば、１時間以内、より通常には、２時間以内に、液体媒体から不完全に水和した水
溶性ポリマーなどの成分が層へと分離し及び／又は沈殿するなどの重力により生じる分離
の証拠を視覚検査により示さない。
【０１４５】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は良好な貯蔵安定性を示し、そして組成物の
静止サンプルは、たとえば、室温などの所与の貯蔵条件下に、１週間、より通常には１ヶ
月、さらにより通常には、３ヶ月などの所与の時間内に、重力により生じる分離の証拠を
視覚検査により示さない。
【０１４６】
　１つの実施形態において、本発明の組成物は良好な貯蔵安定性を示し、そして組成物の
静止サンプルは、たとえば、５４℃まで、より通常には４５℃までの高温貯蔵温度での加
速老化条件下に、たとえば、２４時間、より通常には４日間、さらにより通常には１週間
などの所与の時間内に、重力により生じる分離の証拠を視覚検査により示さない。
【実施例】
【０１４７】
例１及び比較例Ｃ１
　例１の組成物は、界面活性剤及び懸濁剤であるヒュームドシリカの存在下でのヒドロキ
シプロピルグアーの水性懸濁液であった。比較例Ｃ１の組成物は、比較例Ｃ１の組成物が
ヒュームドシリカ懸濁剤成分を含まないこと以外は例1の組成物に類似した水性懸濁液で
あった。
【０１４８】
　例1及び比較例Ｃ１の水性懸濁液を、一方のグアーのモル置換度が１．２であり、もう
一方のグアーのモル置換度が０．１２であり、それぞれ重量平均分子量が約２，０００，
０００ｇ/ｍｏｌであるヒドロキシプロピルグアー粒子の乾燥混合物を、界面活性剤（（
Ｃ１２-Ｃ１４）アルキルジメチルベタイン）及び塩（硫酸アンモニウム及び塩化ナトリ
ウム）の水溶液に攪拌しながら徐々に添加することにより製造した。防腐剤（プロキセル
（Proxel）（登録商標）GXL, Arch Chemicals Inc.）を添加して、生体安定性を提供した
。水溶液を、実質的に均一な懸濁液が形成されるまで攪拌下に置いた。水溶液中の界面活
性剤及び塩の存在により、水溶液中でのグアーガムの水和を防止し又は抑制した。例1の
組成物において、懸濁剤（アエロジル（Aerosil）（登録商標）200、Evonik DeGussa）を
水性懸濁液に攪拌しながら添加し、組成物にずり流動化特性を付与した。
【０１４９】
　各組成物の安定性は、組成物のサンプルをラボ作業台上に室温条件下で100ミリリット
ル（mL）をガラス容器に静置させ、重力による組成物の成分の分離を検知するために組成
物を視覚的に観察することによって評価した。組成物の成分の分離を不安定性の証拠とし
た。所与の時間内に分離を示さなかった組成物は、その期間安定であるものと特性化した
。比較例Ｃ１は安定でなく、分離し、すなわち、不完全に水和したグアーの沈殿が数時間
以内に観察された。例1は安定であり、少なくとも1ヶ月、沈殿又は層への分離の証拠を示
さなかった。
【０１５０】
　例１及びＣ１の組成物を製造するのに使用される材料及びその相対量ならびに例１及び
比較例Ｃ１の各々の安定性結果を下記の表Ｉに示す。
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【表１】

【０１５１】
　Peltier-ベースの温度コントロールを装備したクロスハッチスチールプレートジオメト
リを用いてAR-G2 応力-制御レオメータ (TA Instruments)にて例１の組成物をレオロジー
測定に付した。サンプルの温度を２５℃に維持した。安定した速度走査試験を用いた。
【０１５２】
　例１の組成物の粘度（パスカル秒（Ｐａ．ｓ））ｖｓ．剪断速度(秒の逆数（１／ｓ)）
のプロットを図１に示す。例１の組成物は低い剪断条件下に高い粘度を有しかつ高い剪断
条件下に低い粘度を有するずり流動化系であることが判った。図１に示すとおり、例１の
組成物の粘度は低い剪断条件で比較的に高く（たとえば、１０－２ｓ－１の剪断速度で約
１５０Ｐａ．ｓ）、そのことは貯蔵の間のグアー粒子の沈降などの組成物の成分の分離に
対する耐性を付与し、そして、この組成物の粘度は高い剪断条件下で比較的に低く（たと
えば、１００ｓ－１の剪断速度で約０．４Ｐａ．ｓ）、このことで、組成物は高剪断条件
下で全くポンプ送り可能となり、そして取り扱いが容易になった。
【０１５３】
　例１の組成物の剪断速度(秒の逆数（１／ｓ)）ｖｓ．剪断応力（パスカル（Ｐａ））の
プロットを図２に示す。剪断速度／剪断応力に基づいて、例１の組成物は降伏値が約１．
２Ｐａであることが判った。
【０１５４】
　例１の組成物の安定性を幾つかの異なる温度で評価した。例１の組成物のサンプルを、
２０ｍＬガラスバイアル中に異なる貯蔵条件下、すなわち、－１６℃、４℃、４５℃、５
４℃、及び、「凍結－解凍」サイクル下、すなわち、－１２℃と２５℃との間で、両端の
温度の間で８時間の傾斜及びその温度で４時間の保持のサイクル下で静置させ、そして２
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た。不完全に水和したポリマーの沈殿などの分離の視覚的証拠を示さなかったサンプルを
安定であると分類した。評価の結果を下記の表ＩＩに要約した。結果は、例１の組成物が
各々の異なる貯蔵条件下に良好な貯蔵安定性を示したことを表している。
【表２】

【０１５５】
　例１の組成物のサンプルを水で希釈し、希釈されたサンプルの粘度を室温にてブルック
フィールドＤＶ　ＩＩ粘度計を用いて試験した。粘度結果を下記の表ＩＩＩに示す。上記
に観測されたとおり、未希釈の組成物はポンプ送り可能であった。中程度の希釈、すなわ
ち、元のサンプル体積の２～５倍への水での希釈の後には、剪断粘度は未希釈の組成物と
比較して有意に増加した。元のサンプル体積の１０倍などの比較的に高い希釈では、剪断
粘度は未希釈の組成物と比較して減少した。



(27) JP 5876412 B2 2016.3.2

10

20

30

40

50

【表３】

【０１５６】
例２及び比較例Ｃ２
　例２及び例Ｃ２の組成物は、各々、３．０ｗｔ％の、重量平均分子量が約５，０００，
０００～６，０００，０００ｇ／ｍｏｌであるポリアクリルアミドを、界面活性剤（Ｃ１

２-Ｃ１４アルキルジメチルベタイン及びポリカルボン酸のナトリウム塩）及び他の塩（
塩化ナトリウム）の存在下に含んだ。例２の組成物では、懸濁剤（アエロジル（Aerosil
）（登録商標）200、Evonik DeGussa）を水性懸濁液に攪拌しながら添加し、組成物にず
り流動化特性を付与した。当該材料及びその当該量を下記の表ＩＶ中の各々の組成物につ
いて要約する。
【表４】
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　ポリアクリルアミドポリマーを脱イオン水中に常に攪拌しながら添加することにより濃
厚化した水性ポリアクリルアミド溶液（４．７７ｗｔ％）を最初に調製した。濃厚化した
ポリアクリルアミド溶液は極端に粘性であり、全く流動可能でなかった。その後、界面活
性剤及び塩成分の溶液ならびに防腐剤成分を、常に攪拌しながら、濃厚化したポリアクリ
ルアミド水溶液中に徐々に添加し、例２及びＣ２の組成物を形成した。ポリアクリルアミ
ドポリマーを、界面活性剤及び塩成分の存在下に脱可溶化し、そして若干曇った組成物が
形成された。例２の組成物において、懸濁剤（キサンタンガム）を水性ポリアクリルアミ
ド、界面活性剤及び塩の混合物に添加し、次いで、約５０℃に加熱しながら常に攪拌した
。比較例Ｃ２の組成物には懸濁剤を添加しなかった。
【０１５８】
　ラボ作業台上で２０ｍＬガラスバイアル中にて室温条件下に組成物のサンプルを静置さ
せ、そして重力による組成物の成分の分離を検知するために組成物を視覚的に観測するこ
とにより、各組成物の安定性を評価した。組成物の成分の分離を不安定性の証拠とした。
所与の時間内に分離を示さなかった組成物をその時間安定であると特性化した。例２の組
成物は少なくとも１週間観測して、沈殿又は層への分離などの組成物の重力による分離を
示さず、ポリ（アクリルアミド）が水性媒体中に懸濁したままであり、安定であることが
判った。懸濁剤の非存在下に、比較例Ｃ２の組成物は組成物の重力による分離が数時間以
内に観測され、不安定であることが判った。
【０１５９】
　Peltier-ベースの温度コントロールを装備したクロスハッチスチールプレートジオメト
リを用いてAR-G2 応力-制御レオメータ (TA Instruments)にてレオロジー測定を行った。
サンプルの温度を２５℃に維持した。安定した速度走査試験を用いた。図３は、例２の組
成物の粘度を剪断速度に対してプロットしたことを示す。図３に示すとおり、例２の組成
物はずり流動化を示し、ここで、低い剪断条件で粘度が比較的に高く（たとえば、１０－

２ｓ－１の剪断速度で約１９０Ｐａ．ｓ）、そのことは貯蔵の間の組成物の成分の重力に
より生じる分離に対する耐性を付与し、そして、高い剪断条件下で粘度が比較的に低く（
たとえば、１００ｓ－１の剪断速度で約０．３Ｐａ．ｓ）、このことで、組成物は高剪断
条件下で全くポンプ送り可能となり、そして取り扱いが容易になった。
【０１６０】
　例１の組成物の剪断速度(秒の逆数（１／ｓ)）ｖｓ．剪断応力（パスカル（Ｐａ））の
プロットを図４に示す。剪断速度／剪断応力に基づいて、例２の組成物は降伏値が約０．
７Ｐａであることが判った。
【０１６１】
　例２の組成物の安定性を幾つかの異なる温度で評価した。例２の組成物のサンプルを、
２０ｍＬガラスバイアル中に異なる貯蔵条件下、すなわち、－１６℃、４℃、４５℃、５
４℃、及び、「凍結－解凍」サイクル下、すなわち、－１２℃と２５℃との間で、両端の
温度の間で８時間の傾斜及びその温度で４時間の保持のサイクル下で静置させ、そして２
４時間、４日間、１週間、２週間、分離の証拠について視覚的に調べた。不完全に水和し
たポリマーの沈殿などの分離の視覚的証拠を示さなかったサンプルを安定であると分類し
た。評価の結果を下記の表Ｖに要約する。結果は、例２の組成物が各々の異なる貯蔵条件
下に良好な貯蔵安定性を示したことを表している。
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【表５】

【０１６２】
例３及び比較例Ｃ３
　下記の表ＶＩに示した例３及び比較例Ｃ３の組成物は、各々、約２．２％のグアー（各
々分子量が約２，０００，０００ｇ／ｍｏｌであり、モル置換度が１．２及び０．１５で
あるヒドロキシプロピルグアーの混合物）を、界面活性剤（Ｃ１２-Ｃ１４アルキルジメ
チルベタイン）、硫酸アンモニウム及び他の成分の存在下に含んだ。例３の組成物では、
懸濁剤（アエロジル（Aerosil）200、Evonik DeGussa）を水性懸濁液に添加し、一方、例
Ｃ３は懸濁剤成分を含まなかった。
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【表６】

【０１６３】
　例３及び比較例Ｃ３の組成物を、界面活性剤、硫酸アンモニウム、グリセリン、消泡剤
及び防腐剤の水溶液中に攪拌しながらヒドロキシプロピルグアー粒子の乾燥混合物を徐々
に添加することにより製造した。実質的に均一な懸濁液が形成されるまで水溶液を攪拌下
に付した。例３の組成物では、水性懸濁液に攪拌しながら懸濁剤を添加し、実質的に均一
な懸濁液を製造した。比較例Ｃ３には懸濁剤を添加しなかった。
【０１６４】
　６０ｍｍ直径のクロスハッチスチールプレートジオメトリを用いてAR-G2 応力-制御レ
オメータ (TA Instruments)にてレオロジー測定を行った。サンプルの温度を２５℃に維
持した。安定した走査試験を用いた。図６は、例３の組成物についての粘度曲線を剪断速
度の関数として示している。組成物はずり流動化挙動を示し、ここで、低い剪断条件で粘
度が高く（たとえば、０．１３ｓ－１の剪断速度で４８．１８Ｐａ．ｓ）、そのことは貯
蔵の間のグアー粒子の沈降などの組成物の成分の分離に対する耐性を付与し、そして、こ
の組成物の粘度は高い剪断条件下で比較的に低く（たとえば、７９．５９ｓ－１の剪断速
度で０．１２Ｐａ．ｓ）、このことで、組成物は高剪断条件下でポンプ送り可能となり、
そして取り扱いが容易になった。
【０１６５】
　例３及び比較例Ｃ３の組成物の安定性を、ラボ作業台上で５０ｍＬガラス容器中に室温
条件下で組成物の各々のサンプルを静置させ、そして重力による組成物の成分の分離を検
知するために組成物を視覚的に調べることにより評価した。比較例Ｃ３は安定でなく、グ
アーは数時間以内に沈殿した。例３は安定であり、少なくとも２週間、沈殿又は層への分
離の証拠を示さなかった。図５（ａ）は例３の写真であり、分離又は沈殿の証拠を示さず
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、そして図５（ｂ）は比較例Ｃ３の写真であり、層への分離を示した。
【０１６６】
例４及び５ならびに比較例Ｃ４
　下記の表ＶＩＩ及びＶＩＩＩに示した量で、界面活性剤（Ｃ１２-Ｃ１４アルキルジメ
チルベタイン）、硫酸アンモニウム及び他の成分の存在下に、約６．１％のグアー（例４
及びＣ４）及び９．６６％のグアー（例５）をそれぞれ含んだ。例４及び例５の組成物で
は、懸濁剤（アエロジル（Aerosil）200、Evonik DeGussa）を水性懸濁液に添加した。例
Ｃ４は懸濁剤を含まなかった。
【表７】
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【表８】

【０１６７】
　例４及び５ならびに比較例Ｃ４の水性組成物を、界面活性剤、硫酸アンモニウム、グリ
セリン、消泡剤及び防腐剤の水溶液中に攪拌しながら、グアー粒子の乾燥混合物を徐々に
添加することにより製造した。実質的に均一な懸濁液が形成されるまで水溶液を攪拌下に
付した。例４及び５の組成物では、水性懸濁液に攪拌しながら懸濁剤を添加し、実質的に
均一な溶液を製造した。比較例Ｃ４には懸濁剤を添加しなかった。
【０１６８】
　例４及び５ならびに比較例Ｃ４の組成物の各々の安定性を、ラボ作業台上で５０ｍＬガ
ラス容器中に室温条件下で組成物のサンプルを静置させ、そして重力による組成物の成分
の分離を検知するために組成物を視覚的に調べることにより評価した。各組成物は室温に
て少なくと４週間安定であった。
【０１６９】
　６０ｍｍ直径のクロスハッチスチールプレートジオメトリを用いてAR-G2 応力-制御レ
オメータ (TA Instruments)にてレオロジー測定を行った。サンプルの温度を２５℃に維
持した。安定した走査試験をすべての組成物に対して用いた。図７及び８は、それぞれ、
比較例Ｃ４及び例５の組成物についての粘度曲線を剪断速度の関数として示している。両
方の組成物はずり流動化挙動を示す。例Ｃ４の組成物では、０．１３ｓ－１の剪断速度で
２７１．２Ｐａ．ｓの粘度であり、７９．５９ｓ－１の剪断速度で０．６８Ｐａ．ｓの粘
度であった。例５の組成物では、０．１３ｓ－１の剪断速度で１２８．４Ｐａ．ｓの粘度
であり、７９．５９ｓ－１の剪断速度で０．２６Ｐａ．ｓの粘度であった。
【０１７０】
例６及び比較例Ｃ６
　例６及び比較例Ｃ６の組成物は、４％のグアー（各々分子量が約２，０００，０００ｇ
／ｍｏｌであり、モル置換度が１．２及び０．１５であるヒドロキシプロピルグアーの混
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合物）及び下記の表ＩＸに示す他の成分を含み、例３の組成物と同様に調製した。比較例
Ｃ６の組成物ではグアーを含まなかった。この場合、懸濁剤を水性懸濁液に添加し、直接
的に、界面活性剤、塩、グリセリン及び消泡剤の水溶液中に入れた。組成物を攪拌し、実
質的に均一な組成物を製造した。
【表９】

【０１７１】
　例６及び比較例Ｃ６の組成物のサンプルを攪乱することなく室温にて放置し、気泡を散
逸させた。その後、サンプルを２．５倍対物レンズを有するLeica 明視野顕微鏡下に観察
した。異なる領域での画像を観察し、それらが非常に類似していることが判った。例６及
び比較例Ｃ６の配合物の代表的な画像を図９（ａ）及び９（ｂ）に示す。
【０１７２】
　例６の配合物は不完全に水和したグアーポリマーグアーを含み、一方、例Ｃ６の組成物
は例６と類似であるが、例Ｃ６の組成物はグアーを含まない。図９（ａ）は例６で約１０
０ミクロンの粒子の存在を示し、比較例Ｃ６の組成物については、図９（ｂ）中に粒子を
示さず、そのことは図９（ａ）に見ることができる粒子がグアーのみであることを示す。
【０１７３】
例７及び８
　例７及び８の組成物を下記のとおりに製造した。グアー粉末を、植物油（及び例８では
ポリエチレングリコール）及び乳化剤の混合物中に添加し、そして混合した。その後、懸
濁剤（ベントナイトクレー）を溶液中に添加し、配合物を安定化させた。その後、混合物
を高速ミキサーを用いて混合した。５０ｍＬガラス容器中にて室温で組成物のサンプルを
静置させ、そして重力による組成物の成分の分離を検知するために組成物を視覚的に観測
することにより、組成物の安定性を評価した。２０回転／分（ｒｐｍ）でＲＶ２スピンド
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ルを装備したブルックフィールド粘度計を用いて組成物の粘度を室温にて測定した。組成
物は流動可能であり、そして少なくとも１ヶ月間、最少の分離（１０％以下）でもって安
定であることが判った。材料及びその相対量を下記の表Ｘに示す。
【表１０】

　本発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－［３９］に記載する。
［１］
　液体媒体中に懸濁した、１００質量部の組成物を基準として２．５質量部を超える量の
不完全に水和した水溶性ポリマーを含む、組成物。
［２］
　前記液体媒体は水性媒体であり、そして前記ポリマーは水溶性ポリサッカリドポリマー
である、項目１記載の組成物。
［３］
　前記組成物は該組成物にずり流動化特性を付与するために有効な量の懸濁剤を含む、項
目２記載の組成物。
［４］
　前記懸濁剤はヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジ
ー改質剤ポリマー及びそれらの混合物から選ばれる、項目３記載の組成物。
［５］
　前記液体媒体は水性媒体であり、そして前記組成物は前記水性媒体中の前記水溶性ポリ
サッカリドの水和を抑制するのに有効な量の水和抑制剤をさらに含む、項目３記載の組成
物。
［６］
　前記水和抑制剤は界面活性剤化合物、水溶性非界面活性塩、水分散性有機溶剤及びそれ
らの混合物から選ばれる、項目５記載の組成物。
［７］
　パーソナルケア有益剤、農薬活性成分又は医薬活性成分をさらに含み、そして前記水溶
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性ポリマーは標的基材への前記液体媒体からの有益剤又は活性成分の送達を促進する、項
目１記載の組成物。
［８］
　前記液体媒体は水を含み又は水及び水混和性有機液体を含む水性液体媒体である、項目
１記載の組成物。
［９］
　前記液体媒体は水及び水不混和性有機液体を含む水性液体媒体であり、そして前記組成
物はエマルジョン、マイクロエマルジョン又はサスポエマルジョンの形態である、項目１
記載の組成物。
［１０］
　前記液体媒体は植物油、アルキル化植物油、極性プロトン性有機液体及びそれらの混合
物から選ばれる非水性液体を含む非水性液体媒体である、項目１記載の組成物。
［１１］
　前記液体媒体は水性液体媒体であり、
　前記水溶性ポリマーはポリアクリルアミドポリマー、非誘導化グアーポリマー、誘導化
グアーポリマー及びそれらの混合物から選ばれ、
　前記組成物はヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジ
ー改質剤ポリマー、前記非誘導化グアーポリマー又は誘導化グアーポリマー以外の水溶性
ポリサッカリドポリマー、及びそれらの混合物から選ばれる懸濁剤をさらに含む、項目１
記載の組成物。
［１２］
　界面活性剤化合物、非界面活性水溶性塩、水分散性有機溶剤及びそれらの混合物から選
ばれる水和抑制剤をさらに含む、項目１１記載の組成物。
［１３］
　前記液体媒体は水性液体媒体であり、
　前記水溶性ポリマーは非誘導化グアーポリマー、誘導化グアーポリマー及びそれらの混
合物から選ばれる水溶性ポリサッカリドポリマーである、項目１記載の組成物。
［１４］
　前記組成物は界面活性剤化合物、非界面活性水溶性塩、水分散性有機溶剤及びそれらの
混合物から選ばれる水和抑制剤をさらに含む、項目１３記載の組成物。
［１５］
　ヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジー改質剤ポリ
マー、非誘導化グアーポリマー又は誘導化グアーポリマー以外の水溶性ポリサッカリドポ
リマーから選ばれる懸濁剤をさらに含む、項目１３記載の組成物。
［１６］
　前記組成物は１０ｓ－１以上の剪断速度で１０Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す、項目１記載
の組成物。
［１７］
　水性媒体中に懸濁した、１００質量部の組成物を基準として、２．５質量部を超え、約
８質量部までの量のグアーポリマーであって、重量平均分子量が約１００，０００～約５
，０００，０００グラム／モルであるグアーポリマーを含む組成物であって、該組成物は
（ａ）０．０１ｓ－１未満の剪断速度で５Ｐａ．ｓ以上の粘度を示し、
（ｂ）１０ｓ－１を超える剪断速度で５Ｐａ．ｓ未満の粘度を示す、
組成物。
［１８］
　水性液体媒体、該水性液体媒体中に懸濁した不完全に水和した水溶性ポリマー及び該水
溶性ポリマーの水和を抑制するための水和抑制剤の混合物を含むポリサッカリド組成物の
製造方法であって、
　前記液体媒体と前記水和抑制剤を混合すること、及び、
　前記液体と前記水和抑制剤との混合物と前記水溶性ポリマーを混合し、該水溶性ポリマ



(36) JP 5876412 B2 2016.3.2

10

20

30

40

50

ーを分散させること、
を含む方法。
［１９］
　水性液体媒体、水溶性ポリマー及び水和抑制剤の混合物と懸濁剤を混合することをさら
に含む、項目１８記載の方法。
［２０］
　１００質量部の組成物を基準として、
　水性液体媒体、
　前記液体媒体中に分散した、２．５質量部以下の量の、ポリアクリルアミドポリマー、
非誘導化グアーポリマー及び誘導化グアーポリマーから選ばれる不完全に加水分解した水
溶性ポリマー、
　ヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジー改質剤ポリ
マー、前記非誘導化グアーポリマー又は誘導化グアーポリマー以外の水溶性ポリサッカリ
ドポリマー、及びそれらの混合物から選ばれる懸濁剤、及び、
　界面活性剤化合物、非界面活性水溶性塩、水分散性有機溶剤及びそれらの混合物から選
ばれる水和抑制剤、
を含む、組成物。
［２１］
　水及び水不混和性有機液体を含む水性液体媒体、
　前記水及び水不混和性液体を乳化するための乳化剤、
　前記液体媒体中に分散した、不完全に加水分解した水溶性ポリマー、
を含み、
　エマルジョン、マイクロエマルジョン又はサスポエマルジョンの形態である、組成物。
［２２］
　ヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子、レオロジー改質剤ポリ
マー、前記非誘導化グアーポリマー又は誘導化グアーポリマー以外の水溶性ポリサッカリ
ドポリマー、及びそれらの混合物から選ばれる懸濁剤をさらに含む、項目２１記載の組成
物。
［２３］
　場合により、乳化剤のすべて又は一部と水とを混合すること、
　水溶性ポリマーと、場合により、乳化剤のすべて又は一部と、水不混和性有機液体とを
混合すること、及び、
　水、又は、水と乳化剤との混合物と、水溶性ポリマーと水不混和性有機液体との混合物
、又は、水溶性ポリマーと水不混和性有機液体と乳化剤との混合物と合わせて組成物を形
成すること、
を含む、項目２１記載の組成物の製造方法。
［２４］
　脂肪酸エステル、アルキル化脂肪酸エステル及びそれらの混合物から選ばれる非水性液
体を含む非水性液体媒体、及び、
　前記非水性液体媒体中に分散した、不完全に加水分解した水溶性ポリマー、
を含む、組成物。
［２５］
　ヒュームドシリカ及び無機コロイドもしくはコロイド形成性粒子から選ばれる懸濁剤を
さらに含む、項目２４記載の組成物。
［２６］
　１００質量部の組成物を基準として、
　液体媒体、
　２．５質量部を超える量の水溶性ポリマーであって、ここで、前記水溶性ポリマーの少
なくとも一部は粒子の形態であり、そしてこのような粒子の少なくとも一部は前記液体媒
体中に分散している、水溶性ポリマー、
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　場合により、前記液体媒体中に溶解又は分散している懸濁剤、及び、
　場合により、前記液体媒体中に溶解又は分散している水和抑制剤、
を含む、組成物。
［２７］
　項目２６記載の組成物を、農薬化合物、場合により他の農薬アジュバント、及び水と混
合して、標的害虫へのスプレイ塗布用の農薬組成物を形成することを含む、農薬組成物の
製造方法。
［２８］
　前記液体媒体は水性媒体であり、
　前記水溶性ポリマーはポリアクリルアミドポリマー、非誘導化グアーポリマー、誘導化
グアーポリマー及びそれらの混合物から選ばれ、ここで、前記水溶性ポリマーの少なくと
も一部は粒子の形態であり、そしてこのような粒子の少なくとも一部は前記液体媒体中に
分散しており、
　場合により、前記懸濁剤はヒュームドシリカ、無機コロイドもしくはコロイド形成性粒
子、レオロジー改質剤ポリマー、誘導化グアーポリマー又は非誘導化グアーポリマー以外
の水溶性ポリサッカリドポリマー、及びそれらの混合物から選ばれ、そして、
　場合により、前記水和抑制剤は、前記液体媒体中に溶解又は分散した、界面活性剤、水
溶性非界面活性塩、水分散性有機溶剤及びそれらの混合物から選ばれる水和抑制剤である
、
項目２６記載の組成物。
［２９］
　前記組成物は１０ｓ－１以上の剪断速度で１０Ｐａ．ｓ以下の粘度を示す、項目２６記
載の組成物。
［３０］
　１００質量部の組成物を基準として、
　水性液体媒体、
　２．５質量部以下の量の水溶性ポリマーであって、ここで、該水溶性ポリマーの少なく
とも一部は粒子の形態であり、そしてこのような粒子の少なくとも一部は前記液体媒体中
に分散している、水溶性ポリマー、
　前記液体媒体中に溶解又は分散している懸濁剤、及び、
　前記液体媒体中に溶解又は分散している水和抑制剤、
を含む、組成物。
［３１］
　項目３０記載の組成物を、農薬化合物、場合により他の農薬アジュバント、及び水と混
合して、標的害虫へのスプレイ塗布用の農薬組成物を形成することを含む、農薬組成物の
製造方法。
［３２］
　水及び水不混和性有機液体を含む液体媒体、
　前記水及び水不混和性液体を乳化するための乳化剤、
　ポリアクリルアミドポリマー、非誘導化グアーポリマー、誘導化グアーポリマー及びそ
れらの混合物から選ばれる水溶性ポリサッカリドポリマーであって、ここで、前記水溶性
ポリサッカリドポリマーの少なくとも一部は水溶性ポリマーの粒子の形態であり、そして
このような粒子の少なくとも一部は前記液体媒体中に分散している、水溶性ポリサッカリ
ドポリマー、及び、
　場合により、前記液体媒体に溶解又は分散しているヒュームドシリカ、無機コロイドも
しくはコロイド形成性粒子、レオロジー改質剤ポリマー、誘導化グアーポリマー又は非誘
導化グアーポリマー以外の水溶性ポリサッカリドポリマー、及びそれらの混合物から選ば
れる懸濁剤、
を含み、
　エマルジョン、マイクロエマルジョン又はサスポエマルジョンの形態である、組成物。
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［３３］
　前記組成物は、１００質量部の組成物を基準として、
　約０．１質量部～約５０質量部の水溶性ポリサッカリドポリマー、及び、
　約０．１質量部～約１０質量部の懸濁剤、
を含む、項目３２記載の組成物。
［３４］
　前記組成物は１０ｓ－１を超える剪断速度で１０Ｐａ．ｓ以下の粘度を示す、項目３２
記載の組成物。
［３５］
　項目３２記載の組成物を、農薬化合物、場合により他の農薬アジュバント、及び水と混
合して、標的害虫へのスプレイ塗布用の農薬組成物を形成することを含む、農薬組成物の
製造方法。
［３６］
　脂肪酸エステル、アルキル化脂肪酸エステル及びそれらの混合物から選ばれる非水性液
体を含む非水性液体媒体、
　ポリアクリルアミドポリマー、非誘導化グアーポリマー、誘導化グアーポリマー及びそ
れらの混合物から選ばれる水溶性ポリサッカリドポリマーであって、ここで、前記水溶性
ポリマーの少なくとも一部は粒子の形態であり、そしてこのような粒子の少なくとも一部
は前記非水性液体媒体中に分散している、水溶性ポリサッカリドポリマー、及び、
　場合により、前記非水性液体媒体に分散しているヒュームドシリカ、無機コロイドもし
くはコロイド形成性粒子及びそれらの混合物から選ばれる懸濁剤、
を含む、組成物。
［３７］
　前記組成物は、１００質量部の組成物を基準として、
　約０．１質量部～約５０質量部の水溶性ポリサッカリドポリマー、及び、
　約０．１質量部～約１０質量部の懸濁剤、
を含む、項目３６記載の組成物。
［３８］
　前記組成物は１０ｓ－１以上の剪断速度で１０Ｐａ．ｓ以下の粘度を示す、項目３６記
載の組成物。1
［３９］
　項目３６記載の組成物を、農薬化合物、場合により他の農薬アジュバント、及び水と混
合して、標的害虫へのスプレイ塗布用の農薬組成物を形成することを含む、農薬組成物の
製造方法。
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